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は　

じ　

め　

に

　

蘇
門
四
學
士
の
一
人
で
あ
る
張
耒
（
一
〇
五
四

－

一
一
一
四
）
が
、

煕
寧
九
年
（
一
〇
七
六
）
に
制
作
し
た
（
清
・
邵
祖
壽
編
『
張
文
潛
先
生

年
譜
』
に
よ
る
。
以
下
同
。）「
超
然
臺
賦
」
有
序
（『
張
耒
集
』
巻
二
）

は
、
題
下
の
原
注
「
蘇
子
瞻
守
密
、
作
臺
于
囿
、
名
以
超
然
、
命
諸

公
賦
之
。
予
在
東
海
、
子
瞻
令
貢
父
來
命
。」（
蘇
子
瞻　

密
に
守
た
り
、

臺
を
囿
に
作
り
、
名
づ
く
る
に
超
然
を
以
て
し
、
諸
公
に
命
じ
て
之
を
賦
せ

し
む
。
予　

東
海
に
在
り
、
子
瞻　

貢
父
を
し
て
來
た
り
て
命
ぜ
し
む
。）

が
示
す
よ
う
に
、
当
時
、
知
密
州
（
現
山
東
省
諸
城
縣
）
在
任
中
で
あ

っ
た
蘇
軾
が
営
ん
だ
超
然
臺
に
寄
せ
た
も
の
で
あ
る
。

　

張
耒
は
こ
の
賦
に
附
さ
れ
た
比
較
的
長
い
序
の
中
で
、
二
人
の
人

物
に
「
超
然
」
と
そ
れ
を
さ
ら
に
超
え
る
境
地
と
は
い
か
な
る
も
の

か
に
つ
い
て
議
論
さ
せ
て
い
る
。

或
有
疑
于
超
然
、
曰
、「
古
之
所
謂
至
樂
者
、
安
能
自
名
其
所

以
然
耶
。
今
夫
鳥
之
能
飛
、
獸
之
能
馳
、
與
夫
人
之
耳
目
手
足
、

視
聽
動
作
、
自
外
而
觀
之
者
、
豈
不
以
爲
大
樂
乎
。
然
鳥
獣
與

人
未
嘗
自
以
爲
樂
也
。
古
之
有
道
者
、
其
樂
亦
然
、
又
安
能
自

名
其
所
以
然
耶
。
彼
方
自
以
爲
超
然
而
樂
之
、
則
是
其
心
未
免

夫
有
累
也
。」

或
る
ひ
と　

超
然
に
疑
ふ
こ
と
有
り
、
曰
く
、「
古
の
所
謂
至

樂
な
る
者
は
、
安
ん
ぞ
能
く
自
ら
其
の
然
る
所
以
に
名
づ
け
ん

や
。
今
夫
の
鳥
の
能
く
飛
び
、
獸
の
能
く
馳
す
る
は
、
夫
の
人

の
耳
目
手
足
の
、
視
聽
動
作
す
る
と
與
に
、
外
よ
り
し
て
之
を

觀
る
者
は
、
豈
に
以
て
大
樂
と
爲
さ
ざ
ら
ん
や
。
然
る
に
鳥
獣

と
人
と
未
だ
嘗
て
自
ら
以
て
樂
と
爲
さ
ざ
る
な
り
。
古
の
道
を

有
す
る
者
、
其
の
樂　

亦　

然
り
、
又　

安
く
ん
ぞ
能
く
自
ら

其
の
然
る
所
以
に
名
づ
け
ん
や
。
彼
の
方
に
自
ら
以
て
超
然
と

し
て
之
を
樂
し
む
と
爲
せ
ば
、
則
ち
是
れ
其
の
心
は
未
だ
夫
の

累
ひ
有
る
を
免
れ
ざ
る
な
り
」
と
。

①

②

蘇
門
の
閑
居
に
お
け
る
氣
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浅　

 

陽　
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蘇
門
の
閑
居
に
お
け
る
氣
（
湯
浅
）

　

「
或
」（
あ
る
人
）
は
、「
超
然
」
に
つ
い
て
、「
至
上
の
楽
し
み
」

（
至
樂
）
の
状
態
に
あ
る
者
は
、
そ
の
境
地
を
言
語
で
表
現
で
き
る

の
か
と
い
う
疑
問
を
抱
い
て
い
る
。
人
か
ら
は
楽
し
げ
に
見
え
る
飛

ぶ
鳥
や
走
る
獣
は
、
自
ら
の
状
態
を
楽
し
い
と
は
感
じ
て
い
な
い
が
、

そ
の
状
態
は
、
自
ら
の
楽
し
み
に
つ
い
て
言
葉
で
表
現
し
な
か
っ
た

過
去
の
道
を
会
得
し
た
者
の
至
上
の
楽
し
み
と
共
通
す
る
も
の
な
の

で
、
自
ら
の
「
至
上
の
楽
し
み
」
の
状
態
に
つ
い
て
言
葉
に
よ
り

「
超
然
」
と
表
現
す
る
人
は
、
実
は
「
超
然
」
に
拘
っ
た
不
完
全
な

境
地
に
し
か
至
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

こ
の
疑
問
に
対
し
て
「
客
」
は
次
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。

客
應
之
曰
、「
吾
豈
以
子
之
言
非
耶
。
吾
方
有
所
較
、
而
後
知

超
然
者
之
賢
也
。
予
視
世
之
賤
丈
夫
方
奔
走
勞
役
、
守
塵
壤
、

握
垢
穢
、
嗜
之
而
不
知
厭
。
而
超
然
者
方
遠
引
絶
去
、
芥
視
萬

物
、
視
世
之
所
樂
、
不
動
其
心
、
則
可
不
謂
賢
耶
。
今
夫
世
之

富
人
、
日
玩
其
金
玉
而
樂
之
、
是
未
能
富
也
。
忘
其
所
有
而
安

之
、
是
真
能
富
矣
。
夫
惟
有
之
、
是
以
貴
其
能
忘
之
、
使
其
無

有
、
則
將
何
所
忘
耶
。
子
以
爲
將
忘
超
然
爲
真
超
然
、
則
其
初

必
有
樂
乎
超
然
而
後
忘
可
能
也
。
子
以
爲
樂
夫
世
之
樂
者
乎
。

然
則
子
亦
安
知
夫
名
超
然
者
果
非
能
至
樂
者
也
。」

客　

之
に
應
へ
て
曰
く
、「
吾　

豈
に
子
の
言
を
以
て
非
と
せ

ん
や
。
吾　

方
に
較
ぶ
る
所
有
り
、
而
る
後
に
超
然
た
る
者
の

賢
き
を
知
る
な
り
。
予　

世
の
賤
丈
夫
の
方
に
奔
走
勞
役
し
、

塵
壤
を
守
り
、
垢
穢
を
握
り
、
之
を
嗜
み
て
厭
く
を
知
ら
ざ
る

を
視
る
。
而
る
に
超
然
た
る
者
は
方
に
遠
引
絶
去
し
、
萬
物
を

芥
視
し
、
世
の
樂
し
む
所
を
視
る
に
、
其
の
心
を
動
か
さ
ざ
れ

ば
、
則
ち
賢
し
と
謂
は
ざ
る
べ
け
ん
や
。
今　

夫
の
世
の
富
人

の
、
日
び
に
其
の
金
玉
を
玩
び
て
之
を
樂
し
め
る
は
、
是
れ
未

だ
能
く
富
ま
ざ
る
な
り
。
其
の
有
つ
所
を
忘
れ
て
之
に
安
ん
ず
、

是
れ
真
に
能
く
富
め
り
。
夫
れ
惟
だ
之
を
有
つ
の
み
に
し
て
、

是
れ
以
て
其
の
能
く
之
を
忘
る
る
を
貴
び
、
其
を
し
て
有
る
こ

と
無
か
ら
し
む
れ
ば
、
則
ち
將
た
何
を
か
忘
る
る
所
な
る
や
。

子　

以
て
超
然
を
忘
る
る
を
将
て
真
の
超
然
と
爲
さ
ん
と
爲
れ

ば
、
則
ち
其
の
初
め
は
必
ず
超
然
を
樂
し
む
こ
と
有
り
て
而
る

後
に
能
く
す
べ
き
を
忘
る
る
な
り
。
子　

以
て
夫
の
世
の
樂
し

む
者
を
樂
し
め
る
と
爲
す
か
。
然
れ
ば
則
ち
子
は
亦
安
く
ん
ぞ

夫
の
超
然
と
名
づ
く
る
者
の
果
し
て
能
く
樂
に
至
る
者
に
非
ざ
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る
を
知
ら
ん
や
」
と
。

　

こ
こ
で
「
客
」
は
、「
超
然
」
を
至
上
の
境
地
で
あ
る
と
は
考
え

て
い
な
い
。
万
物
を
価
値
の
な
い
土
や
芥
の
よ
う
に
見
な
し
、
世
の

中
で
楽
し
み
の
対
象
と
さ
れ
る
も
の
を
見
て
も
心
を
動
か
す
こ
と
が

な
い
「
超
然
」
の
境
地
は
、
彼
に
よ
れ
ば
ひ
と
つ
の
段
階
に
過
ぎ
ず
、

さ
ら
に
高
い
境
地
と
し
て
「
超
然
」
た
る
状
態
に
あ
る
こ
と
を
忘
れ

る
「
至
樂
」
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

　

こ
の
序
と
同
様
の
「
或
」
と
「
客
」
の
間
で
の
「
超
然
」
と
「
至

樂
」
の
違
い
に
つ
い
て
の
議
論
は
、
賦
本
文
の
後
半
に
お
い
て
も
く

り
返
さ
れ
、
そ
こ
で
も
同
様
の
結
論
が
導
き
出
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま

る
と
こ
ろ
張
耒
は
、
超
然
臺
に
寄
せ
た
賦
と
そ
の
序
に
お
い
て
、

「
超
然
」
を
手
放
し
で
称
賛
し
て
は
お
ら
ず
、
意
識
化
を
超
え
た
境

地
で
あ
る
「
至
樂
」
に
至
る
前
の
、
不
完
全
な
段
階
と
し
て
位
置
づ

け
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

蘇
軾
が
密
州
で
古
い
臺
を
整
備
し
た
の
は
、
こ
の
前
年
の
煕
寧
八

年
（
一
〇
七
五
）
十
一
月
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
臺
に
は
蘇
轍
に
よ

っ
て
「
超
然
」
と
い
う
名
が
つ
け
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
、
蘇
轍
「
超

然
臺
賦
」
敍
（『
欒
城
集
』
巻
十
七
）
に
、「『
老
子
』
曰
、『
雖
有
榮
觀
、

燕
處
超
然
。』
嘗
試
以
『
超
然
』
命
之
、
可
乎
。」（『
老
子
』
に
曰
く
、

「
榮
觀
有
り
と
雖
も
、
燕
處
し
て
超
然
た
り
」
と
。
嘗
試
み
に
「
超
然
」
を

以
て
之
に
命
け
ん
、
可
な
る
か
。」）
と
あ
る
よ
う
に
、『
老
子
』
二
十
六

章
の
語
句
を
踏
ま
え
、
聖
人
が
壮
麗
な
眺
め
を
前
に
し
て
も
ゆ
っ
た

り
と
落
ち
着
い
て
い
て
心
を
動
か
す
こ
と
が
な
い
様
を
い
う
も
の
で

あ
る
。
こ
の
「
超
然
」
と
い
う
名
づ
け
に
つ
い
て
、
蘇
軾
「
超
然
臺

記
」（『
東
坡
集
』
巻
三
十
二
）
の
末
尾
で
は
、「
以
見
余
之
無
所
往
而

不
樂
者
、
蓋
遊
於
物
之
外
也
。」（
以
て
余
の
往
く
所
と
し
て
樂
し
ま
ざ

る
こ
と
無
き
は
、
蓋
し
物
の
外
に
遊
べ
る
を
見
は
せ
る
な
り
。）
と
述
べ
、

外
物
に
拘
る
こ
と
の
な
い
「
超
然
」
を
自
己
の
理
想
的
な
閑
居
の
境

地
と
し
て
説
明
し
て
い
る
。
張
耒
の
「
超
然
臺
賦
」
并
序
は
、
蘇
軾

が
理
想
的
な
閑
居
の
境
地
と
し
て
示
し
た
外
物
か
ら
の
「
超
然
」
を

認
め
つ
つ
も
、
そ
れ
を
至
高
の
境
地
と
す
る
こ
と
は
認
め
ず
、「
超

然
」
の
楽
し
み
を
、
意
識
を
超
え
た
「
至
樂
」
の
前
段
階
の
境
地
と

し
て
説
明
し
て
い
た
。

　

張
耒
は
、
彼
自
身
、
ま
た
は
他
の
人
物
の
閑
居
に
寄
せ
た
い
く
つ

か
の
文
章
を
残
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
中
に
、
閑
居
の
場
を
形
成

す
る
「
物
」
の
有
す
る
「
氣
」
に
着
目
す
る
記
述
を
見
る
こ
と
が
で

③

④

⑤

⑥
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蘇
門
の
閑
居
に
お
け
る
氣
（
湯
浅
）

き
、
そ
れ
ら
に
お
い
て
蘇
軾
ら
と
は
異
な
る
発
想
を
展
開
し
て
い
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
北
宋
期
の
知
識
人
の
閑
居
の
あ
り
方
に
つ
い
て

の
検
討
の
一
環
と
し
て
、
蘇
軾
（
一
〇
三
七

－

一
一
〇
一
）・
蘇
轍

（
一
〇
三
九

－

一
一
一
二
）
の
兄
弟
及
び
蘇
門
四
学
士
を
構
成
し
た

人
々
の
詩
文
か
ら
読
み
取
る
こ
と
の
で
き
る
、
彼
ら
の
閑
居
に
お
け

る
修
養
を
支
え
る
思
考
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

一　

張
耒
「
伐
木
記
」
に
お
け
る
「
氣
」

　

張
耒
は
、
二
十
五
歳
の
元
豐
元
年
（
一
〇
七
八
）
秋
に
壽
安
尉
と

し
て
福
昌
（
現
河
南
省
宜
陽
縣
西
方
）
に
着
任
し
、
そ
の
官
舎
の
庭
園

の
整
備
の
次
第
を
「
伐
木
記
」（『
張
耒
集
』
巻
五
十
）
に
記
し
、
そ
の

冒
頭
で
、「
人
」
及
び
「
物
」
の
有
す
る
「
氣
」
に
つ
い
て
次
の
よ

う
に
概
括
し
て
い
る
。

人
與
物
各
以
其
氣
相
勝
、
而
後
能
全
。
夫
氣
也
者
、
假
其
所
託

而
後
有
者
也
。

人
と
物
と
各

お
の
お
の

其
の
氣
を
以
て
相
ひ
勝
り
、
而
る
後
に
能
く
全

し
。
夫
れ
氣
な
る
者
は
、
其
の
託よ

る
所
に
假
り
て
後
に
有
る
者

な
り
。

　

こ
こ
で
は
、「
人
」
と
「
物
」
と
は
、
お
の
お
の
固
有
の
「
氣
」

を
持
つ
が
ゆ
え
に
そ
れ
ぞ
れ
が
優
れ
、
ま
た
完
全
で
も
あ
り
得
る
と

述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
「
人
」
と
「
物
」
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が

「
氣
」
を
保
有
し
て
い
る
こ
と
に
お
い
て
別
個
の
存
在
で
あ
り
、
互

い
に
上
下
や
従
属
と
い
っ
た
関
係
に
は
な
く
、
む
し
ろ
同
等
の
存
在

で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
閑
居
す
る
人
と
外
物
と
の
関
係
に
つ
い

て
の
こ
の
よ
う
な
把
握
の
し
か
た
は
、
中
唐
期
の
白
居
易
（
七
七
二

－

八
四
六
）「
草
堂
記
」（『
白
居
易
集
箋
校
』
巻
四
十
三
）
や
「
地
上

篇
」
并
序
（
同
巻
六
十
九
）、
ま
た
柳
宗
元
（
七
七
三

－

八
一
九
）
の
所

謂
「
永
州
八
記
」（『
柳
宗
元
集
』
巻
二
十
九
）
で
、
閑
居
を
楽
し
む

「
人
」
が
そ
の
対
象
と
な
る
「
物
」
の
所
有
を
強
く
意
識
す
る
の
と

は
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
先
に
見
た
蘇
軾
が
「
超
然
臺
記
」、

お
よ
び
こ
れ
に
続
く
時
期
に
制
作
し
た
「
寶
繪
堂
記
」（『
東
坡
集
』

巻
三
十
二
）
等
で
く
り
返
す
、
対
象
物
へ
の
固
執
を
戒
め
「
寓
意
」

を
勧
め
る
こ
と
と
も
異
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
張
耒
に
お
い
て

「
物
」
は
、「
人
」
が
所
有
し
た
が
る
対
象
と
も
、
ま
た
そ
れ
へ
の

固
執
を
警
戒
す
る
対
象
と
も
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
引
用
部
分
の
後
半
で
は
、「
氣
」
は
、
そ
も
そ
も
何
か
に

⑦

⑧
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寄
託
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
存
在
す
る
と
述
べ
て
い
る
が
、

こ
の
記
の
続
く
部
分
で
は
こ
の
点
に
つ
い
て
、「
長
江
大
河
、
積
水

之
淵
」
に
「
託よ

」
る
「
蛟
龍
蚪
蜃
魚
黿
」、「
高
山
大
麓
」
に
「
託
」

る
「
虎
豹
熊
羆
」
と
い
う
具
体
例
を
挙
げ
、
前
者
に
つ
い
て
は
、

「
以
禦
物
之
害
己
者
而
全
其
生
者
也
」（
以
て
物
の
己
を
害
す
る
者
を

禦
ぎ
て
其
の
生
を
全
く
す
る
者
な
り
）、
後
者
に
つ
い
て
は
、「
以
禦
物

之
害
己
者
而
自
全
其
生
者
也
」（
以
て
物
の
己
を
害
す
る
者
を
禦
ぎ
て
自

ら
其
の
生
を
全
く
す
る
者
な
り
）
を
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
こ
に
身
を
よ
せ
る

理
由
と
し
て
示
し
て
い
る
。
こ
ら
ら
は
い
ず
れ
も
深
い
水
中
や
高
い

山
と
い
っ
た
周
囲
か
ら
隔
絶
し
た
環
境
に
身
を
寄
せ
る
こ
と
よ
っ
て

自
分
に
危
害
を
与
え
る
も
の
を
禦
ぎ
、
そ
の
生
命
を
保
っ
て
い
る
と

い
う
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
踏
ま
え
、
続
く
部
分
で
は
さ
ら
に
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

使
虎
豹
窺
魚
龍
之
淵
、
蛟
龍
視
熊
羆
之
藪
、
則
惶
怖
疾
走
而
求

去
之
矣
。
何
則
、
物
各
以
其
所
託
者
見
其
氣
、
氣
勝
則
非
其
類

者
避
之
矣
。

虎
豹
を
し
て
魚
龍
の
淵
を
窺
は
せ
、
蛟
龍
を
し
て
熊
羆
の
藪
を

視
し
む
れ
ば
、
則
ち
惶
怖
し
疾
走
し
て
之
よ
り
去
る
を
求
め
ん
。

何
と
な
れ
ば
則
ち
、
物　

各
お
の
お
の　

其
の
託
る
所
の
者
を
以
て
其

の
氣
を
見
は
し
、
氣
勝
れ
ば
則
ち
其
の
類
に
非
ざ
る
者　

之
を

避
く
。

　

こ
こ
で
は
、「
虎
豹
熊
羆
」
と
「
蛟
龍
蚪
蜃
魚
黿
」
の
身
を
よ
せ

る
場
を
逆
に
し
た
場
合
に
、
そ
の
場
の
環
境
が
そ
れ
ぞ
れ
に
と
っ
て

落
ち
着
け
る
も
の
と
は
な
ら
な
い
理
由
と
し
て
、「
物
」
は
お
の
お

の
そ
の
寄
託
す
る
も
の
に
よ
っ
て
そ
の
「
氣
」
を
現
し
、
そ
の

「
氣
」
が
勝
れ
ば
そ
れ
と
「
類
」
を
同
じ
く
し
な
い
者
は
こ
れ
を
避

け
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
あ
る
場
所
の
持
つ
「
氣
」
と

そ
こ
に
身
を
よ
せ
る
「
物
」
の
持
つ
「
氣
」
が
同
類
の
も
の
で
あ
る

場
合
、
そ
の
場
所
は
そ
の
「
物
」
に
と
っ
て
落
ち
着
け
る
場
と
な
る

と
言
う
の
で
あ
る
。

　

続
く
部
分
で
は
、
さ
ら
に
こ
れ
を
人
間
の
場
合
に
も
敷
衍
し
て
い

る
。

今
夫
叢
祠
墟
墓
之
間
、
入
者
慘
然
而
心
不
寧
、
目
不
敢
肆
視
、

足
不
敢
肆
遊
、
其
背
肅
肅
如
畏
、
是
何
也
。
叢
祠
墟
墓
、
鬼
神

之
所
託
、
而
人
之
氣
不
勝
故
也
。

今　

夫
の
叢
祠
墟
墓
の
間
、
入
る
者
は
慘
然
と
し
て
心
寧
か
ら
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ず
、
目
は
敢
へ
て
肆
ほ
し
い
ま
ま

に
視
ず
、
足
は
敢
へ
て
肆
に
遊
ば
ず
、

其
の
背
は
肅
肅
と
し
て
畏
る
る
が
如
し
、
是
れ
何
ぞ
や
。
叢
祠

墟
墓
は
、
鬼
神
の
託
る
所
に
し
て
、
人
の
氣　

勝
ら
ざ
る
が
故

な
り
。

　

生
い
茂
っ
た
草
木
の
茂
っ
た
中
に
放
置
さ
れ
た
祠
や
墓
が
あ
る
場

所
に
入
ろ
う
と
す
る
者
が
、
そ
の
痛
ま
し
さ
に
心
を
乱
し
、
視
線
や

足
取
り
が
ぎ
こ
ち
な
く
な
り
何
か
を
恐
れ
て
い
る
か
の
よ
う
な
様
子

に
な
る
理
由
を
、
こ
こ
で
は
、
鬼
神
が
身
を
寄
せ
る
場
の
持
つ

「
氣
」
を
、
人
の
持
つ
「
氣
」
が
凌
ぐ
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
だ
と

し
て
い
る
。
こ
れ
を
裏
返
せ
ば
、
人
が
落
ち
着
い
て
身
を
よ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
の
は
、
人
の
「
氣
」
が
優
勢
な
場
所
だ
け
だ
と
い
う
こ

と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
「
伐
木
記
」
の
続
く
部
分
で
は
、
張
耒
が
当
時
在
任
し
て
い

た
福
昌
で
の
閑
居
の
場
の
整
備
に
つ
い
て
詳
細
に
説
明
し
て
い
る
。

か
な
り
長
い
記
述
で
も
あ
り
煩
瑣
に
も
な
る
た
め
、
こ
こ
で
は
そ
の

全
文
を
引
用
す
る
こ
と
は
避
け
、
そ
の
概
要
の
み
を
次
に
示
す
。

古
い
時
代
の
村
が
廃
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
福
昌
の
官
舎
は
山
ぎ

わ
に
あ
り
、
草
木
が
び
っ
し
り
と
茂
り
数
多
く
の
鳥
獣
が
騒
い

で
い
て
、
人
の
落
ち
着
け
る
場
所
で
は
な
い
。
一
般
的
に
、
繁

茂
す
る
草
木
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
こ
に
住
む
鳥
獣

と
人
間
と
の
調
和
が
も
た
ら
さ
れ
る
も
の
だ
が
、
現
状
で
の
福

昌
は
、
草
木
が
繁
茂
し
動
物
た
ち
が
好
む
場
所
と
な
っ
て
お
り
、

こ
こ
で
は
人
間
は
緊
張
し
落
ち
着
か
な
い
状
態
を
余
儀
な
く
さ

れ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
態
は
、
動
物
た
ち
の
「
氣
」
が
強
く
、

人
の
頼
む
こ
と
が
弱
い
た
め
に
生
じ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

た
び
、
木
々
を
伐
採
し
て
整
備
し
た
と
こ
ろ
、
地
面
や
建
物
が

よ
く
見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
動
物
も
来
な
く
な
っ
た
た
め
、
人

が
落
ち
着
い
て
い
る
こ
と
の
で
き
る
場
所
に
な
っ
た
。
つ
ま
り

人
の
「
氣
」
が
勝
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

張
耒
は
こ
こ
で
、
草
木
の
茂
る
福
昌
の
官
舎
は
、
場
の
持
つ

「
氣
」
を
人
の
持
つ
「
氣
」
が
凌
ぐ
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
人
に

と
っ
て
落
ち
着
け
る
場
所
で
は
な
か
っ
た
が
、
人
に
よ
る
整
備
を
加

え
た
結
果
、
場
の
持
つ
「
氣
」
を
人
の
持
つ
「
氣
」
が
凌
ぐ
状
態
に

変
化
し
、
人
が
落
ち
着
け
る
場
に
な
っ
た
と
い
う
経
緯
を
記
し
て
い

る
。

　

記
の
末
尾
で
は
、
こ
の
例
を
踏
ま
え
て
「
氣
」
と
は
何
か
、
に
つ
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い
て
検
討
す
る
。

夫
氣
也
者
、
起
乎
其
所
類
、
發
乎
其
所
託
、
莫
知
其
然
而
然
者

也
。
何
則
、
物
以
類
處
者
、
未
嘗
自
見
其
氣
也
。
所
託
者
無
情
、

不
能
與
物
爲
始
也
。
至
其
相
待
而
後
成
、
相
感
而
後
發
、
自
外

而
視
之
、
隱
然
不
可
無
也
。
大
荒
之
瀕
、
行
者
反
顧
、
久
廢
之

室
、
寝
者
數
驚
、
推
之
而
無
故
、
窮
之
而
無
物
。
故
物
之
未
始

有
形
而
不
可
慢
者
、
其
氣
也
歟
。

夫
れ
氣
な
る
者
は
、
其
の
類
す
る
所
よ
り
起
ち
、
其
の
託よ

る
所

よ
り
發
し
、
其
の
然
し
て
然
る
を
知
る
こ
と
莫
き
者
な
り
。
何

と
な
れ
ば
則
ち
、
物
の
類
を
以
て
處
る
者
は
、
未
だ
嘗
て
自
ら

其
の
氣
を
見
ざ
る
な
り
。
託
る
所
の
者
は
無
情
に
し
て
、
物
と

與
に
始
め
を
爲
す
こ
と
能
は
ざ
る
な
り
。
其
の
相
ひ
待
ち
て
後

に
成
り
、
相
ひ
感
じ
て
後
に
發
す
る
に
至
り
、
外
よ
り
し
て
之

を
視
る
に
、
隱
然
と
し
て
無
か
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
大
荒
の

瀕
、
行
く
者　

反
り
て
顧
み
、
久
廢
の
室
、
寝
る
者　

數
し
ば
し
ば

驚

き
、
之
を
推
せ
ど
も
故
無
く
、
之
を
窮
む
れ
ど
も
物
無
し
。
故

に
物
の
未
だ
始
め
よ
り
形
有
ら
ず
し
て
慢あ

な
ど

る
べ
か
ら
ざ
る
者

は
、
其
の
氣
な
る
か
。

　

お
お
よ
そ
の
内
容
は
次
の
よ
う
で
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
「
氣
」
と

い
う
も
の
は
、
類
似
し
依
り
あ
う
も
の
か
ら
発
生
す
る
が
、
そ
れ
は

意
識
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
。
な
ぜ
な
ら
互
い
に
似
た
も
の
で
あ
れ
ば
、

自
分
で
は
そ
の
「
氣
」
に
気
付
か
な
い
か
ら
だ
。
依
る
対
象
と
人
の

心
と
が
出
会
い
、
感
応
し
あ
っ
て
初
め
て
「
氣
」
が
発
生
す
る
の
だ

が
、
外
側
か
ら
こ
れ
を
見
る
と
「
氣
」
が
あ
っ
て
当
た
り
前
の
よ
う

に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
人
の
持
つ
「
氣
」
と
類
似

し
な
い
最
果
て
の
地
の
渚
を
旅
す
る
人
は
不
安
を
感
じ
て
振
り
返
り
、

長
く
放
置
さ
れ
て
い
た
部
屋
に
寝
る
者
は
落
ち
着
け
ず
に
何
度
も
目

を
覚
ま
す
の
で
あ
る
。「
氣
」
は
、
そ
れ
に
つ
い
て
推
し
は
か
っ
て

も
拠
り
ど
こ
ろ
が
な
く
、
窮
め
尽
く
し
て
も
何
も
な
く
、
形
体
は
無

い
が
軽
ん
じ
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。

　

す
で
に
見
た
よ
う
に
、
張
耒
は
こ
の
「
伐
木
記
」
の
冒
頭
で
、

「
人
」
と
「
物
」
と
が
そ
れ
ぞ
れ
に
「
氣
」
を
有
す
る
と
述
べ
て
い

た
。
彼
が
こ
の
記
で
言
う
「
物
」
は
、
具
体
的
に
は
身
を
寄
せ
る
場

所
を
指
し
、「
物
」
の
有
す
る
「
氣
」
を
人
の
持
つ
「
氣
」
が
凌
駕

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
初
め
て
人
に
と
っ
て
理
想
的
な
状
態
と
な
り
、

「
人
」
は
そ
こ
で
安
ら
ぐ
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
こ
で
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張
耒
が
展
開
し
て
い
る
よ
う
な
、
人
は
人
の
「
氣
」
の
領
域
を
離
れ

て
は
安
ら
ぎ
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
考
え
方
は
、
蘇
軾
等

の
世
代
に
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。

二　
「
氣
」
の
重
視

　

前
章
で
見
た
よ
う
に
、
張
耒
は
「
伐
木
記
」
に
お
い
て
、
外
物
の

有
す
る
「
氣
」
と
対
比
さ
れ
る
も
の
と
し
て
人
間
の
内
面
に
存
在
す

る
「
氣
」
を
捉
え
、
後
者
が
前
者
を
凌
ぐ
状
態
に
あ
っ
て
初
め
て
、

そ
こ
は
人
間
に
と
っ
て
安
ら
ぎ
を
得
る
こ
と
の
で
き
る
場
所
と
な
る

と
考
え
て
い
た
。
で
は
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
通
時
的
な
変
化

の
中
で
、
ま
た
彼
の
生
き
た
北
宋
中
期
の
同
時
代
に
お
い
て
、
ど
の

よ
う
に
位
置
づ
け
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
だ
ろ
う
か
。

　

中
国
の
伝
統
的
な
思
想
の
根
幹
に
関
わ
る
「
氣
」
に
つ
い
て
、
簡

単
に
説
明
す
る
の
は
容
易
で
は
な
く
、
論
者
の
手
に
余
る
こ
と
で
あ

る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
こ
で
こ
こ
で
の
検
討
の
手
が
か
り
と

す
る
た
め
に
、
先
学
諸
氏
が
こ
れ
ま
で
に
積
み
上
げ
て
こ
ら
れ
た
研

究
成
果
を
参
照
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
た
い
。
島
田
虔
次
氏
は
、

「
気
は
単
純
に
物
質
で
あ
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
生
命
的
原
理
、

生
命
原
体
と
も
い
う
べ
き
も
の
、
と
す
る
考
え
方
も
あ
り
う
る
と
思

う
が
、
今
は
、
そ
の
よ
う
な
生
気
論
的
な
も
の
を
も
包
括
し
た
意
味

で
、
物
質
原
理
と
し
て
お
く
。」
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
山
井

湧
氏
は
、「
気
は
物
を
構
成
す
る
物
質
的
根
源
で
あ
る
。」
ま
た
、

「
そ
れ
と
同
時
に
生
命
力
・
活
動
力
の
根
源
で
も
あ
る
。」
と
さ
れ
、

さ
ら
に
、「
気
は
天
地
の
間
に
遍
満
し
て
存
在
す
る
。」「
気
は
変
化

運
動
す
る
主
体
で
あ
り
、
変
化
運
動
を
生
ず
る
力
の
根
源
で
も
あ

る
。」
ま
た
、「
身
体
内
の
気
と
身
体
外
の
気
と
は
相
通
じ
て
い
て
、

そ
れ
は
共
通
の
気
で
あ
る
。」
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
特
に
宋
代

の
状
況
に
つ
い
て
、「
気
が
天
地
万
物
を
作
る
と
す
る
思
想
は
以
前

か
ら
あ
っ
た
と
し
て
も
、
気
を
物
質
の
根
源
と
い
う
形
で
意
識
し
て

存
在
論
の
中
に
組
み
入
れ
た
の
は
、
宋
代
に
始
ま
る
と
見
て
よ
い
。」

と
も
さ
れ
て
い
る
。
北
宋
中
期
の
知
識
人
の
閑
居
に
つ
い
て
述
べ
た

文
章
に
お
け
る
、
外
物
の
有
す
る
「
氣
」
と
人
間
の
内
面
に
存
在
す

る
「
氣
」
と
の
対
比
を
そ
の
検
討
の
対
象
と
す
る
本
稿
で
は
、
概
ね

こ
れ
ら
の
規
定
に
沿
っ
て
「
氣
」
を
理
解
し
て
お
き
た
い
。

　

特
に
宋
代
以
前
、
隋
唐
・
五
代
の
「
氣
」
観
に
つ
い
て
は
、
福
井

文
雅
氏
が
、「
唐
代
八
世
紀
、
あ
る
い
は
九
世
紀
の
作
と
思
わ
れ
る

⑨

⑩
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『
元
気
論
』（『
雲
笈
七
籤
』
巻
五
十
六
）
の
序
文
」
が
説
明
す
る
宇
宙

生
成
説
に
つ
い
て
、「『
淮
南
子
』
天
文
訓
を
少
し
変
え
た
だ
け
で
新

味
は
な
い
が
、「
元
気
」
が
重
要
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い

る
こ
と
が
、
注
目
さ
れ
る
。」
と
指
摘
さ
れ
、
ま
た
、「
さ
ら
に
進
ん

で
は
、
天
地
の
元
気
を
重
視
す
る
と
同
時
に
、
人
間
の
体
内
に
も
元

気
を
想
定
す
る
よ
う
に
な
る
。」「
唐
代
で
は
、
こ
の
人
間
の
体
内
の

元
気
を
「
内
気
」、
外
界
の
元
気
を
「
外
気
」
と
呼
び
、
し
か
も
、

内
気
に
高
い
価
値
を
与
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
区
別
と
「
内

気
」
の
重
視
と
が
、
唐
代
か
ら
の
気
観
の
時
代
的
一
特
徴
な
の
で
あ

る
。」
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
福
井
氏
の
、「
氣
」
に
「
内
気
」
と
「
外
気
」
の
区
別

が
あ
り
、
唐
代
以
降
「
内
気
」
が
重
視
さ
れ
る
と
い
う
御
指
摘
を
踏

ま
え
つ
つ
、
唐
宋
期
の
文
人
の
閑
居
と
「
氣
」
の
関
係
に
つ
い
て
具

体
的
な
例
を
挙
げ
て
少
し
考
え
て
み
よ
う
。

　

ま
ず
中
唐
期
の
柳
宗
元
の
山
水
記
の
中
に
は
、「
氣
」
に
言
及
し

て
い
る
も
の
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
は
外
物
の
有
す
る
も

の
を
指
し
て
い
る
。「
永
州
八
記
」
を
例
に
あ
げ
る
な
ら
ば
、
そ
の

ひ
と
つ
で
あ
る
「
鈷
鉧
潭
記
」（『
柳
宗
元
集
』
巻
二
十
九
）
に
は
、

「
尤
與
中
秋
觀
月
爲
宜
、
於
以
見
天
之
高
、
氣
之
迥
。」（
尤
も
中
秋

觀
月
の
與
に
宜
し
き
を
爲
し
、
於
い
て
以
て
天
の
高
く
、
氣
の
迥
れ
る
を
見

は
す
。）
と
あ
り
、
こ
れ
は
、
こ
の
潭
の
側
ら
に
も
と
か
ら
あ
っ
た

楼
台
を
整
備
し
、
特
に
中
秋
の
月
見
に
好
適
な
よ
う
に
、「
天
が
高

く
、
氣
が
め
ぐ
る
」
よ
う
に
し
た
と
い
う
も
の
だ
が
、
こ
こ
で
の

「
氣
」
は
空
中
に
満
ち
た
流
動
的
な
も
の
を
指
し
て
い
る
。
ま
た

「
小
石
城
山
記
」（
同
）
で
は
、「
或
」（
あ
る
人
）
の
言
葉
と
し
て
、

「
其
氣
之
靈
不
爲
偉
人
、
而
獨
爲
是
物
、
故
楚
之
南
少
人
而
多

石
。」（
其
の
氣
の
靈　

偉
人
と
爲
ら
ず
、
而
し
て
獨
り
是
の
物
と
爲
る
の

み
、
故
に
楚
の
南
に
人
少
な
く
し
て
石
多
し
。）
を
引
い
て
い
る
が
、
こ

こ
で
は
そ
の
土
地
が
「
氣
」
を
持
ち
、
そ
の
な
か
の
本
質
で
あ
る

「
靈
」
が
凝
集
し
て
「
物
」（
具
体
的
に
は
石
）
と
な
っ
た
と
述
べ
て

い
る
。

　

さ
ら
に
「
始
得
西
山
宴
游
記
」（
同
）
の
末
尾
で
は
、
天
地
に
漲

る
氣
で
あ
る
「
顥
氣
」
が
、
こ
の
西
山
の
頂
き
に
遊
ぶ
人
の
内
面
に

働
き
か
け
る
様
子
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

悠
悠
乎
與
顥
氣
倶
、
而
莫
得
其
涯
、
洋
洋
乎
與
造
物
者
遊
、
而

不
知
其
所
窮
。
引
觴
滿
酌
、
頽
然
就
醉
、
不
知
日
之
入
。
蒼
然

⑪
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暮
色
、
自
遠
而
至
、
至
無
所
見
、
而
猶
不
欲
帰
。
心
凝
形
釋
、

與
萬
化
冥
合
。

悠
悠
乎
と
し
て
顥
氣
と
倶
に
し
、
而
し
て
其
の
涯
を
得
る
莫
し
。

洋
洋
乎
と
し
て
造
物
者
と
遊
び
、
而
し
て
其
の
窮
す
る
所
を
知

ら
ず
。
觴
を
引
き
杓
酌
を
滿
た
し
、
頽
然
と
し
て
就
ち
醉
ひ
、

日
の
入
る
を
知
ら
ず
。
蒼
然
た
る
暮
色
、
遠
き
よ
り
し
て
至
り
、

見
る
所
無
き
に
至
り
、
而
る
に
猶
ほ
歸
る
を
欲
せ
ず
。
心
は
凝

り　

形
は
釋
し
て
、
萬
化
と
冥
合
す
。

　

彼
ら
が
い
る
西
山
の
頂
は
、
周
囲
の
丘
や
小
山
の
た
ぐ
い
と
は
違

い
、
は
る
か
に
遠
く
高
い
天
の
大
気
の
な
か
に
果
て
し
な
く
聳
え
て

い
る
。
そ
の
た
め
山
頂
に
い
る
彼
ら
は
、
天
上
の
明
る
い
氣
と
と
も

に
果
て
し
な
い
広
が
り
を
逍
遥
し
、
万
物
の
創
造
者
と
と
も
に
広
々

と
遊
ん
で
尽
き
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
。
そ
の
結
果
、「
我
」
を
含

む
一
団
の
人
々
は
正
体
が
無
く
な
る
ま
で
酔
い
、
日
が
暮
れ
て
も
帰

ろ
う
と
思
わ
な
い
。
彼
ら
の
心
は
こ
の
場
に
溶
け
込
み
、
身
体
の
存

在
は
意
識
さ
れ
な
く
な
り
、
万
物
と
一
つ
に
な
る
境
地
に
至
っ
た
と

い
う
。

　

柳
宗
元
の
「
永
州
八
記
」
に
現
れ
る
「
氣
」
は
、
こ
の
よ
う
に
外

物
の
有
す
る
所
謂
「
外
気
」
を
指
し
、
特
別
な
場
合
に
は
人
を
忘
我

の
状
態
に
さ
せ
、
さ
ら
に
外
界
の
万
物
と
一
体
化
す
る
境
地
に
至
ら

せ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
同
じ
中
唐
期
の
白
居
易
の
閑
居
に
関
わ
る
詩
文
に
は
、

外
物
と
「
氣
」
に
関
し
て
、
こ
れ
と
は
異
な
る
発
想
の
表
現
を
見
る

こ
と
が
で
き
、
そ
の
例
と
し
て
「
草
堂
記
」（『
白
居
易
集
箋
校
』
巻
四

十
三
）
の
次
の
記
述
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

樂
天
既
來
爲
主
、
仰
觀
山
、
俯
聽
泉
、
傍
睨
竹
樹
雲
石
、
自
辰

及
酉
、
應
接
不
暇
。
俄
而
物
誘
氣
隨
、
外
適
内
和
、
一
宿
體
寧
、

再
宿
心
恬
、
三
宿
後
頽
然
嗒
然
、
不
知
其
然
而
然
。

樂
天　

既
に
來
た
り
て
主
と
爲
り
、
仰
ぎ
て
山
を
觀
、
俯
き
て

泉
を
聽
き
、
傍
ら
に
竹
樹
雲
石
を
睨
し
、
辰
よ
り
酉
に
及
ぶ
に
、

應
接
し
て
暇
な
し
。
俄
に
し
て
物
誘
ひ
氣
隨
ひ
、
外
は
適
ひ
内

は
和
し
、
一
宿
す
る
に
體
は
寧
く
、
再
宿
す
る
に
心
は
恬
た
り
、

三
宿
の
後
は
頽
然
嗒
然
と
し
て
、
其
の
然
し
て
然
る
を
知
ら
ず
。

　

こ
こ
で
白
居
易
は
、
外
界
に
あ
る
「
物
」
に
よ
っ
て
「
適
」
が
も

た
ら
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
人
の
内
面
に
存
在
す
る
「
氣
」
が
調
和

し
た
状
態
で
あ
る
「
和
」
に
至
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
言
う
人
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の
中
に
あ
る
「
氣
」
は
、
い
わ
ゆ
る
「
内
気
」
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ

う
。

　

柳
宗
元
と
白
居
易
の
閑
居
に
関
わ
る
記
に
現
れ
る
「
氣
」
に
は
、

こ
の
よ
う
に
「
外
気
」
を
指
す
場
合
と
「
内
気
」
を
指
す
場
合
が
並

存
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
外
界
の
事
物
が
人
の
内
面
や
精
神
の
状

態
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
を
、「
氣
」
と
の
関
わ
り
か
ら
説
明
す
る

も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
例
は
、
福
井
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い

た
、
唐
代
に
お
け
る
「
外
気
」
と
「
内
気
」
の
区
別
の
意
識
と
、

「
内
気
」
の
重
視
へ
の
過
渡
期
的
状
況
を
反
映
す
る
も
の
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

次
に
、
こ
れ
を
踏
ま
え
つ
つ
北
宋
中
期
の
状
況
に
つ
い
て
考
え
て

み
よ
う
。
既
に
見
た
張
耒
「
伐
木
記
」
で
は
、
外
物
の
有
す
る

「
氣
」
と
人
間
の
内
面
に
存
在
す
る
「
氣
」
を
対
比
し
て
い
た
が
、

こ
れ
は
唐
代
か
ら
存
在
す
る
「
外
気
」・「
内
気
」
の
概
念
を
継
承
し

て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

　

「
伐
木
記
」
以
外
の
張
耒
の
制
作
し
た
文
章
中
で
の
「
氣
」
に
言

及
す
る
例
は
、
い
ず
れ
も
人
の
内
面
に
あ
る
も
の
を
指
し
て
お
り
、

た
と
え
ば
「
説
俗
」（『
張
耒
集
』
巻
四
十
七
）
の
、

父
子
兄
弟
日
夜
相
教
、
其
身
習
之
、
其
心
安
之
、
其
氣
樂
之
、

一
不
爲
是
則
以
其
爲
不
肖
之
民
。

父
子
兄
弟　

日
夜
に
相
ひ
教
へ
、
其
の
身　

之
を
習
ひ
、
其
の

心　

之
に
安
ん
じ
、
其
の
氣　

之
を
樂
し
み
、
一
た
び
是
を
爲

さ
ざ
れ
ば
則
ち
其
を
以
て
不
肖
の
民
と
爲
す
。

は
、
人
が
父
子
兄
弟
間
で
教
え
あ
い
、
自
身
で
こ
れ
を
学
習
し
、
そ

の
人
の
心
が
こ
れ
に
満
足
し
、
さ
ら
に
そ
の
人
の
「
氣
」
が
こ
れ
を

楽
し
む
こ
と
を
理
想
と
し
て
掲
げ
て
お
り
、
ま
た
「
投
知
己
書
」

（『
同
』
巻
五
十
五
）
で
は
、

既
仕
而
困
于
州
縣
者
、
十
有
二
年
矣
。
其
悲
憂
驚
悸
、
煎
熬
逼

迫
之
情
、
憔
悴
萎
茶恭
、
鬱
塞
憤
懣
之
氣
、
充
滿
羨
溢
、
盈
心
滿

懷
。

既
に
仕
へ
て
州
縣
に
困
し
む
こ
と
、
十
有
二
年
な
り
。
其
の
悲

憂
驚
悸
、
煎
熬
逼
迫
の
情
、
憔
悴
萎
茶恭
、
鬱
塞
憤
懣
の
氣
、
充

滿
羨
溢
し
、
心
に
盈
ち
懷
に
滿
つ
。

と
、
州
県
に
十
二
年
間
勤
務
し
て
い
る
現
在
の
心
境
に
つ
い
て
、
悲

し
み
、
憂
い
、
不
安
、
焦
り
の
情
と
、
憔
悴
し
疲
れ
、
鬱
鬱
と
し
て

や
り
場
の
な
い
憤
り
の
「
氣
」
が
、
心
に
充
満
し
て
い
る
と
述
べ
て



─ 39 ─

蘇
門
の
閑
居
に
お
け
る
氣
（
湯
浅
）

い
る
。
こ
の
「
氣
」
も
「
内
気
」
を
指
す
も
の
と
言
え
よ
う
。

　

さ
ら
に
、
張
耒
以
外
の
蘇
門
四
学
士
に
視
野
を
広
げ
て
み
る
な
ら
、

黄
庭
堅
（
一
〇
四
五

－

一
一
〇
五
）
は
閑
居
に
関
わ
る
い
く
つ
か
の
文

章
の
中
で
「
氣
」
に
言
及
し
て
い
る
。
そ
の
中
の
「
與
明
叔
少
府

書
」（『
宋
黄
文
節
公
全
集
』
別
集
巻
十
六
）
を
例
と
し
て
挙
げ
て
み
よ

う
。

比
來
伏
想
氣
體
殊
佳
。
別
時
具
道
治
心
養
氣
、
外
物
不
能
入
於

靈
府
。
當
已
見
功
。

比
來　

伏
し
て
想
へ
ら
く　

氣
體　

殊
に
佳
し
と
。
別
時　

具

さ
に
道
へ
ら
く　

心
を
治
め
て
氣
を
養
へ
ば
、
外
物　

靈
府
に

入
る
こ
と
能
は
ず
と
。
當
に
已
に
功
を
見
は
す
べ
し
。

　

こ
こ
で
は
、
道
を
具
え
、
心
を
整
え
て
「
氣
」
を
養
う
こ
と
に
よ

っ
て
、
外
界
の
諸
物
が
た
ま
し
い
の
在
処
で
あ
る
心
に
入
る
こ
と
が

な
く
な
り
、
動
揺
さ
れ
な
く
な
っ
た
と
述
べ
て
お
り
、
こ
こ
で
の

「
氣
」
は
「
内
気
」
を
指
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
人
の
内
気
を
養
成

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
外
物
に
動
揺
さ
せ
ら
れ
な
い
状
態
に
至
ろ
う
と

し
て
お
り
、
外
物
に
一
時
的
に
心
を
寄
せ
る
に
止
め
て
そ
の
拘
束
か

ら
逃
れ
る
こ
と
を
理
想
的
状
態
と
す
る
い
わ
ゆ
る
「
超
然
」
か
ら
、

さ
ら
に
進
ん
だ
境
地
を
目
指
す
も
の
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
黄
庭
堅
は
、「
與
敦
禮
祕
校
帖
」（『
同
』
別
集
巻
十
七
）
で
、

閑
居
に
お
け
る
「
氣
」
の
養
成
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

比
承
軒
蓋
絶
不
出
、
甚
善
甚
善
。
閑
齋
清
淨
、
古
器
羅
列
左
右
、

思
古
人
不
得
見
、
誦
其
書
、
深
求
其
義
味
、
則
油
然
仁
義
之
氣

生
於
胸
中
、
虚
淡
而
其
樂
長
、
豈
與
頻
頻
之
黨
喧
鬨
作
無
義
語

之
樂
可
同
日
哉
。

比　

承
る
に　

軒
蓋　

絶
え
て
出
で
ざ
る
は
、
甚
だ
善
し
甚
だ

善
し
。
閑
齋　

清
淨
に
し
て
、
古
器　

左
右
に
羅
列
し
、
古
人

の
見
ゆ
る
を
得
ざ
る
を
思
ひ
、
其
の
書
を
誦
し
、
深
く
其
の
義

味
を
求
む
れ
ば
、
則
ち
油
然
と
し
て
仁
義
の
氣　

胸
中
に
生
じ
、

虚
淡
に
し
て
其
の
樂
は
長
く
、
豈
に
頻
頻
の
黨
と
與
に
喧
鬨
し

て
無
義
の
語
を
作
す
の
樂
と
同
日
な
る
べ
き
や
。

　

こ
こ
で
は
、
敦
礼
祕
校
に
対
し
て
、
閑
静
で
清
浄
な
な
書
斎
で
、

い
に
し
え
の
道
具
を
身
近
に
並
べ
、
会
う
こ
と
の
で
き
ぬ
い
に
し
え

の
偉
大
な
人
物
に
思
い
を
馳
せ
、
そ
の
書
物
を
朗
誦
し
、
深
く
そ
の

意
味
を
探
求
す
る
こ
と
に
よ
り
、
仁
義
の
「
氣
」
が
胸
中
に
雲
の
よ

う
に
さ
か
ん
に
湧
き
起
こ
り
雑
念
な
く
虚
し
い
状
態
に
な
る
と
い
う

⑫
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「
樂
」
を
実
行
す
る
よ
う
勧
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
黄
庭
堅
が
知
識

人
の
閑
居
に
お
け
る
学
問
や
修
養
の
楽
し
み
を
、「
氣
」
の
養
成
と

結
び
つ
け
て
意
識
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
こ
で
、
彼
ら
蘇
門
四
学
士
の
師
で
あ
る
蘇
軾
の
、
閑
居
に
お
け

る
「
氣
」
に
つ
い
て
の
言
及
も
確
認
し
て
お
き
た
い
。
蘇
軾
は
、
知

徐
州
期
の
「
答
黄
魯
直
書
」（『
東
坡
集
』
巻
二
十
九
）
で
、
黄
庭
堅
と

知
り
合
っ
た
経
緯
を
つ
づ
る
中
で
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

其
後
過
李
公
擇
於
濟
南
、
則
見
足
下
之
詩
文
愈
多
、
而
得
其
爲

人
益
詳
、
意
其
超
逸
絶
塵
、
獨
立
萬
物
之
表
、
馭
風
騎
氣
、
以

與
造
物
者
遊
。

其
の
後　

李
公
擇
に
濟
南
に
過
ぎ
り
、
則
ち
足
下
の
詩
文
を
見

る
こ
と
愈
い
よ
多
く
、
而
し
て
其
の
爲
人
を
得
る
こ
と
益
ま
す

詳
し
く
、
意
へ
ら
く
其
の
超
逸
絶
塵
し
て
、
獨
り
萬
物
の
表
に

立
ち
、
風
を
馭
し
氣
に
騎
り
、
以
て
造
物
者
と
與
に
遊
ぶ
と
。

　

黄
庭
堅
の
詩
文
を
数
多
く
読
み
、
そ
の
人
と
な
り
を
よ
く
知
り
、

彼
が
世
塵
か
ら
超
絶
し
「
馭
風
騎
氣
」
し
て
造
物
者
と
と
も
に
遊
ぶ

よ
う
だ
と
思
っ
た
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
言
う
「
馭
風
騎
氣
」

は
、『
荘
子
』
逍
遥
遊
篇
の
、
風
を
御
し
て
逍
遥
す
る
列
子
と
、
さ

ら
に
そ
れ
を
超
え
た
境
地
に
あ
る
「
六
氣
之
辯
」
を
御
し
て
無
窮
に

遊
ぶ
者
を
挙
げ
る
箇
所
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
の

「
氣
」
は
空
中
に
満
ち
る
「
外
気
」
を
指
す
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
晩
年
の
惠
州
期
に
張
耒
に
宛
て
た
「
答
張
文
潛
四
首
」
其

一
（『
蘇
軾
文
集
』
巻
五
十
二
）
で
は
、

疾
久
已
掃
除
、
但
凡
害
生
者
無
復
有
、
則
真
氣
日
滋
骨
髄
、
餘

益
形
神
、
卓
然
復
壯
、
無
三
年
之
功
也
。

疾
久
し
き
も
已
に
掃
除
し
、
但
だ
凡
そ
生
を
害
ふ
者
復
た
有
る

こ
と
無
き
の
み
な
れ
ば
、
則
ち
真
氣
日
び
に
骨
髄
を
滋
く
し
、

餘
り
は
形
神
を
益
し
、
卓
然
と
し
て
復
た
壯
ん
に
し
て
、
三
年

の
功
無
き
な
り
。

と
、
生
を
害
す
る
も
の
が
な
い
た
め
、
道
教
的
な
生
命
活
動
の
原
動

力
で
あ
る
「
真
氣
」
が
日
々
に
骨
髄
を
潤
し
、
そ
の
余
り
が
形
体
と

精
神
に
良
い
影
響
を
与
え
る
と
述
べ
て
お
り
、
道
家
的
な
養
生
の
状

況
に
つ
い
て
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
書
簡
の
続
く
部
分
に
は
、

さ
ら
に
「
子
由
在
筠
、
甚
自
適
、
養
氣
存
神
、
幾
於
有
成
、
我
儕
殆

不
如
也
。」（
子
由　

筠
に
在
り
、
甚
だ
自
適
し
、
氣
を
養
ひ
神
を
存
し
て
、

成
る
こ
と
有
る
に
幾
く
、
我
儕　

殆
ん
ど
如
か
ざ
る
な
り
。）
と
も
あ
り
、

⑬
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筠
州
で
悠
々
自
適
の
生
活
を
送
る
子
由
（
弟
蘇
轍
の
字
）
が
、「
氣
」

を
養
い
神
を
保
っ
て
完
璧
な
状
態
に
近
づ
い
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
も
ま
た
道
教
的
な
養
生
に
つ
い
て
言
う
も
の
と
考
え
る
こ
と
が

で
き
、
こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
は
、
蘇
軾
に
お
い
て
は
、「
外
気
」
に

言
及
す
る
場
合
も
あ
る
も
の
の
、
主
に
は
道
家
的
な
養
生
の
実
践
の

中
で
「
内
気
」
を
養
う
こ
と
が
重
視
さ
れ
る
状
況
に
あ
る
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
。

三　
「
浩
然
之
氣
」
へ
の
関
心

　

前
章
で
は
、
蘇
門
と
そ
の
周
辺
に
あ
っ
た
人
々
の
う
ち
張
耒
と
黄

庭
堅
、
及
び
蘇
軾
に
つ
い
て
、
そ
の
文
章
の
中
で
の
「
氣
」
へ
の
言

及
の
状
況
を
確
認
し
た
が
、
本
章
で
は
さ
ら
に
、
蘇
軾
の
弟
で
あ
る

蘇
轍
の
場
合
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
結
論
か
ら
先
に
言
う
な
ら
ば
、

蘇
轍
は
よ
り
「
氣
」
に
関
心
を
寄
せ
て
お
り
、「
外
気
」
と
「
内

気
」
の
双
方
に
言
及
す
る
が
、
特
に
「
内
気
」
の
外
部
へ
の
現
出
に

強
い
関
心
を
寄
せ
て
い
る
。

　

蘇
轍
の
「
氣
」
へ
の
言
及
の
う
ち
、「
外
気
」
を
指
す
例
と
し
て

は
、「
墨
竹
賦
」（『
欒
城
集
』
巻
十
七
）
の
、
文
同
（
一
〇
一
八

－

一
〇

七
九
）
が
描
い
た
墨
竹
を
見
て
驚
愕
し
た
「
客
」
の
、
次
の
言
葉
を

挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

今
夫
受
命
於
天
、
賦
形
於
地
。
涵
濡
雨
露
、
振
蕩
風
氣
。
春
而

萌
芽
、
夏
而
解
弛
。
散
柯
布
葉
、
逮
冬
而
遂
。
性
剛
絜
而
疎
直
、

姿
嬋
娟
以
閑
媚
。
渉
寒
暑
之
徂
變
、
傲
冰
雪
之
凌
厲
。
均
一
氣

於
草
木
、
嗟
壤
同
而
性
異
。
信
物
生
之
自
然
、
雖
造
化
其
能
使
。

今　

夫
れ
命
を
天
に
受
け
、
形
を
地
に
賦
す
。
雨
露
に
涵
濡
し
、

風
氣
に
振
蕩
す
。
春
に
し
て
萌
芽
し
、
夏
に
し
て
解
弛
す
。
柯

を
散
じ
葉
を
布
き
、
冬
に
逮
び
て
遂
ぐ
。
性
は
剛
絜
に
し
て
疎

直
た
り
、
姿
は
嬋
娟
と
し
て
以
て
閑
媚
た
り
。
寒
暑
の
徂
變
を

渉
り
、
冰
雪
の
凌
厲
に
傲
る
。
一
氣
を
草
木
に
均
し
く
し
、
壤

は
同
じ
く
し
て
性
の
異
な
る
を
嗟
く
。
信
に
物
生
の
自
然
に
し

て
、
造
化
と
雖
も
其
れ
能
く
使
は
ん
や
。

　

こ
こ
で
言
う
風
と
大
気
を
指
す
「
風
氣
」
と
、
諸
々
の
草
木
に
普

遍
的
に
存
在
す
る
も
の
と
し
て
の
「
一
氣
」
は
、
い
ず
れ
も
外
界
に

あ
る
所
謂
「
外
気
」
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
、
よ
り
多
く
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
人
の
「
内
気
」
を
指

す
例
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
「
太
子
少
保
趙
公
詩
石
記
」（『
同
』
巻
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二
十
四
）
で
は
、
趙
抃
（
一
〇
〇
八

－

一
〇
八
四
）
の
詩
風
を
そ
の
人

と
な
り
と
関
わ
ら
せ
て
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

公
詩
清
新
律
切
、
筆
迹
勁
麗
蕭
然
如
其
爲
人
。
蓋
老
而
益
精
、

不
見
衰
憊
之
氣
。
卒
然
觀
之
、
不
知
其
既
老
之
爲
也
。

公
の
詩
は
清
新
律
切
に
し
て
、
筆
迹
は
勁
麗
蕭
然
と
し
て
其
の

爲
人
の
如
し
。
蓋
し
老
い
て
益

ま
す
ま
す

精
し
く
し
て
、
衰
憊
の
氣
を

見
さ
ず
。
卒
然
と
し
て
之
を
觀
る
に
、
其
の
既
に
老
い
た
る
の

爲
す
を
知
ら
ざ
る
な
り
。

さ
ら
に
続
く
箇
所
で
は
、
少
年
期
の
成
都
で
の
初
対
面
か
ら
十
年
後

に
京
師
で
再
会
し
た
際
の
印
象
を
、

中
見
公
於
京
師
、
其
容
晬
然
以
温
、
其
氣
粛
然
以
清
。
十
年
之

間
、
富
貴
煒
燁
、
談
笑
於
廊
廟
、
而
其
所
以
爲
公
者
、
湛
然
無

毫
髪
之
異
。

中
ご
ろ
公
に
京
師
に
見
ゆ
る
に
、
其
の
容　

晬
然
と
し
て
以
て

温
か
く
、
其
の
氣　

粛
然
と
し
て
以
て
清
し
。
十
年
の
間
、
富

貴　

煒
燁
し
、
廊
廟
に
談
笑
す
れ
ど
も
、
其
の
公
爲
る
所
以
は
、

湛
然
と
し
て
毫
髪
の
異
な
る
無
し
。

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
文
章
の
「
衰
憊
之
氣
」、「
其
氣
粛
然
以
清
」

の
「
氣
」
は
、
い
ず
れ
も
趙
抃
の
「
内
気
」
を
指
す
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、「
上
枢
密
韓
太
尉
書
」（『
同
』
巻
二
十
二
）
で
は
、
人
の

「
内
気
」
と
学
問
と
の
関
係
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

轍
生
好
爲
文
、
思
之
至
深
、
以
爲
文
者
氣
之
所
形
。
然
文
不
可

以
學
而
能
、
氣
可
以
養
而
致
。

轍　

生
ま
れ
て
好
み
て
文
を
爲
し
、
之
を
思
ふ
こ
と
深
き
に
至

り
、
以
て
文
は
氣
の
形
づ
く
る
所
な
り
と
爲
す
。
然
る
に
文
は

學
を
以
て
能
く
す
べ
か
ら
ず
、
氣
は
養
ふ
を
以
て
致
す
べ
し
。

　

こ
こ
で
は
、
文
章
は
学
べ
ば
上
手
く
制
作
で
き
る
の
で
は
な
く
、

そ
の
書
き
手
が
養
っ
た
「
氣
」
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
も
の
だ
と
説

明
し
、
さ
ら
に
次
の
二
人
を
例
に
挙
げ
て
こ
の
説
の
根
拠
と
し
て
い

る
。

孟
子
曰
、「
我
善
養
吾
浩
然
之
氣
。」
今
觀
其
文
章
、
寛
厚
宏
博

充
乎
天
地
之
間
、
称
其
氣
之
小
大
。
太
史
公
行
天
下
、
周
覽
四

海
名
山
大
川
、
與
燕
趙
間
豪
俊
交
游
。
故
其
文
疎
蕩
、
頗
有
奇

氣
。
此
二
子
者
豈
嘗
執
筆
學
爲
如
此
之
文
哉
。
其
氣
充
乎
其
中

而
溢
乎
其
貌
、
動
乎
其
言
而
見
乎
其
文
、
而
不
自
知
也
。

孟
子
曰
く
、「
我　

善
く
吾
が
浩
然
の
氣
を
養
ふ
」
と
。
今　
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其
の
文
章
を
觀
る
に
、
寛
厚
宏
博
に
し
て
天
地
の
間
に
充
ち
、

其
の
氣
の
小
大
と
称
ふ
。
太
史
公　

天
下
に
行
き
、
周
く
四
海

名
山
大
川
を
覽
、
燕
趙
間
の
豪
俊
と
交
游
す
。
故
に
其
の
文　

疎
蕩
に
し
て
、
頗
る
奇
氣
有
り
。
此
の
二
子
な
る
者
は
豈
に
嘗

て
筆
を
執
り
て
學
び
て
此
く
の
如
く
の
文
を
爲
さ
ん
や
。
其
の

氣　

其
の
中
に
充
ち
て
其
の
貌
に
溢
れ
、
其
の
言
に
動
き
て
其

の
文
に
見
は
る
、
而
る
も
自
ら
知
ら
ざ
る
な
り
。

　

一
つ
目
の
例
は
孟
子
と
『
孟
子
』
で
あ
り
、「
我
善
養
吾
浩
然
之

氣
。」（
公
孫
丑
篇
上
二
十
五
章
）
を
踏
ま
え
、
彼
の
寛
厚
宏
博
な
文
章

は
天
地
の
間
に
充
満
し
、
そ
の
氣
の
大
き
さ
と
見
合
う
と
述
べ
て
い

る
。
例
の
二
つ
目
は
太
史
公
（
司
馬
遷
）
と
『
史
記
』
で
あ
り
、
彼

は
天
下
を
旅
し
て
名
山
や
大
河
川
を
あ
ま
ね
く
目
に
し
、
燕
趙
の
間

の
豪
俊
た
ち
と
交
友
し
た
た
め
、
そ
の
文
章
は
ス
ケ
ー
ル
が
大
き
く

大
ら
か
で
あ
り
、「
奇
氣
」
に
富
む
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
れ
ら

の
例
か
ら
導
き
出
せ
る
結
論
と
し
て
、
彼
ら
は
筆
を
手
に
学
ぶ
、
つ

ま
り
意
識
的
な
所
為
と
し
て
こ
れ
ら
を
著
し
た
の
で
は
な
く
、
各
々

の
内
に
充
満
し
た
「
氣
」
が
外
見
や
言
葉
に
あ
ふ
れ
出
し
て
働
き
か

け
、
無
意
識
の
う
ち
に
そ
の
文
章
と
し
て
現
れ
出
た
の
だ
と
説
明
し

て
い
る
。
こ
こ
で
の
蘇
轍
の
、
あ
る
人
の
な
か
に
充
満
し
た
「
氣
」

が
外
部
に
あ
ふ
れ
出
し
、
そ
の
人
の
制
作
す
る
詩
文
の
中
に
現
れ
る

と
い
う
考
え
方
は
、
兄
の
蘇
軾
が
そ
の
詩
文
制
作
の
初
期
に
制
作
し

た
「
南
行
前
集
敍
」（『
東
坡
集
』
巻
二
十
四
）「
灎
澦
堆
賦
」（『
同
』
巻

十
九
）
や
制
作
時
期
不
明
の
「
自
評
文
」（『
蘇
軾
文
集
』
巻
六
十
六
）

等
で
展
開
し
て
い
る
、
人
の
内
面
に
充
満
し
た
感
興
が
外
側
に
あ
ふ

れ
出
し
て
詩
文
と
な
る
と
い
う
発
想
に
近
く
、
こ
れ
に
「
氣
」
を
取

り
入
れ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

蘇
轍
は
こ
こ
で
『
孟
子
』
公
孫
丑
上
の
「
我
善
養
吾
浩
然
之

氣
。」
に
言
及
し
て
い
た
が
、
同
じ
箇
所
に
言
及
す
る
も
の
と
し
て
、

さ
ら
に
も
う
一
つ
、
末
尾
に
元
豐
四
年
（
一
〇
八
一
）
七
月
九
日
の

日
付
を
持
つ
「
呉
氏
浩
然
堂
記
」（『
欒
城
集
』
巻
二
十
四
）
を
挙
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
文
章
は
、
冒
頭
に
「
新
喩
呉
君
志
學
而
工
詩
、

家
有
山
林
之
樂
、
隱
居
不
仕
、
名
其
堂
曰
浩
然
。」（
新
喩
の
呉
君　

學
に
志
し
て
詩
に
工
み
な
り
、
家
に
山
林
の
樂
有
り
、
隱
居
し
て
仕
へ
ず
、

其
の
堂
に
名
づ
け
て
浩
然
と
曰
ふ
。）
と
あ
る
よ
う
に
、
仕
官
を
拒
絶
し

て
隱
居
し
学
問
と
詩
作
に
生
き
る
新
喩
の
呉
君
が
設
け
た
「
浩
然
」

と
名
づ
け
た
堂
に
寄
せ
て
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
北
宋
中
期
に
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お
い
て
、
様
々
な
事
情
に
よ
り
仕
官
す
る
こ
と
な
く
一
私
人
と
し
て

学
問
や
後
進
の
育
成
に
従
事
し
た
知
識
人
が
相
当
数
存
在
し
て
い
た

状
況
は
、
既
に
黄
庭
堅
の
閑
居
と
「
樂
」
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
検

討
し
た
際
に
も
見
た
が
、
こ
の
新
喩
の
呉
氏
も
そ
う
い
っ
た
人
物
の

一
人
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
ま
ず
、
呉
氏
が
「
余
」
に
依

頼
す
る
次
の
言
葉
に
注
目
し
た
い
。

孟
子
、
吾
師
也
。
其
称
曰
、「
我
善
養
吾
浩
然
之
氣
。」
吾
竊
喜

焉
而
不
知
其
説
、
請
爲
我
言
其
故
。

孟
子
、
吾
が
師
な
り
。
其
れ
称
し
て
曰
く
、「
我　

善
く
吾
が

浩
然
の
氣
を
養
ふ
」
と
。
吾　

竊
か
に
焉
を
喜
ぶ
も
其
の
説
を

知
ら
ず
、
請
ふ
ら
く
は
我
が
爲
に
其
の
故
を
言
は
ん
こ
と
を
。

　

呉
氏
は
孟
子
を
師
と
し
て
敬
愛
し
、
そ
の
「
我
善
養
吾
浩
然
之

氣
。」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
が
気
に
入
っ
て
い
て
、
自
ら
整
備
し
た
堂

に
「
浩
然
」
と
名
づ
け
た
の
だ
が
、
そ
の
詳
し
い
内
容
は
よ
く
わ
か

ら
な
い
と
い
う
。
呉
氏
の
こ
の
言
葉
は
、
こ
の
文
章
の
書
き
手
で
あ

る
蘇
轍
に
よ
る
創
作
で
あ
り
、
実
際
に
発
さ
れ
た
も
の
と
言
う
こ
と

は
で
き
な
い
が
、
当
時
各
地
に
居
住
し
て
い
た
江
湖
の
知
識
人
た
ち

の
言
葉
と
し
て
、
あ
り
得
る
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

当
時
の
知
識
人
た
ち
の
な
か
で
は
『
孟
子
』
に
対
す
る
関
心
が
高
ま

っ
て
お
り
、
そ
の
状
況
は
、
こ
れ
ま
で
に
行
っ
た
、「
梁
惠
王
篇

下
」
の
記
述
を
踏
ま
え
る
、「
衆
樂
」
や
個
人
的
な
閑
居
の
「
樂
」

の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
言
及
の
増
加
に
つ
い
て
の
検
討
か
ら
も
推
測

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
こ
で
の
呉
氏
に
は
、『
孟
子
』
へ
の
関
心

を
強
め
て
い
た
そ
の
よ
う
な
江
湖
に
在
る
不
特
定
の
知
識
人
た
ち
の

姿
が
投
影
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
記
の
こ
れ
以
降
の
部
分
は
、
呉
氏
の
依
頼
に
対
す
る
「
余
」

の
答
え
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
か
ら
は
、

「
余
」
に
仮
託
さ
れ
た
蘇
轍
の
「
浩
然
之
氣
」
觀
の
概
要
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
。

余
應
之
曰
、「
子
居
於
江
、
亦
嘗
觀
於
江
乎
。
秋
雨
時
至
、
溝

澮
盈
滿
、
衆
水
既
發
、
合
而
爲
一
、
汪
濊
淫
溢
、
充
塞
坑
谷
。

然
後
滂
洋
東
流
、
蔑
洲
渚
、
乘
丘
陵
、
肆
行
而
前
、
遇
木
而
木

折
、
觸
石
而
石
隕
、
浩
然
物
莫
能
支
。
子
嘗
試
考
之
、
彼
何
以

若
此
浩
然
也
哉
。
今
夫
水
無
求
於
深
、
無
意
於
行
、
得
高
而
渟
、

得
下
而
流
、
忘
己
而
因
物
、
不
爲
易
勇
、
不
爲
嶮
怯
、
故
其
發

也
、
浩
然
放
乎
四
海
。

⑭
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余　

之
に
應
へ
て
曰
く
、「
子　

江
に
居
し
、
亦　

嘗
て
江
を

觀
る
か
。
秋
雨　

時
に
至
る
に
、
溝
澮　

盈
滿
し
て
、
衆
水　

既
に
發
し
、
合
し
て
一
と
爲
り
、
汪
濊
淫
溢
し
て
、
坑
谷
を
充

塞
す
。
然
る
後
に
滂
洋
と
し
て
東
流
し
、
洲
渚
を
蔑
し
、
丘
陵

に
乘
じ
、
肆
に
行
き
て
前
み
、
木
に
遇
ひ
て
木
折
れ
、
石
に
觸

れ
て
石
隕
ち
、
浩
然
と
し
て
物
は
能
く
支
ふ
る
莫
し
。
子　

嘗

試
に
之
を
考
へ
よ
、
彼　

何
ぞ
以
て
此
の
若
く
浩
然
た
る
や
。

今　

夫
れ
水　

深
き
に
求
む
る
無
く
、
行
く
に
意
無
く
、
高
き

を
得
て
渟
ま
り
、
下
き
を
得
て
流
れ
、
己
を
忘
れ
て
物
に
因
り
、

易
勇
を
爲
さ
ず
、
嶮
怯
を
爲
さ
ず
、
故
に
其
の
發
す
る
や
、
浩

然
と
し
て
四
海
に
放
つ
。

　

ま
ず
、
こ
の
前
半
部
分
で
は
、
長
江
水
系
の
渝
水
北
岸
に
あ
る
新

喩
（
現
江
西
省
新
餘
縣
）
の
土
地
柄
か
ら
、
馴
染
み
の
あ
る
長
江
の
氾

濫
の
状
況
に
喩
え
て
話
を
展
開
し
て
い
る
。
秋
雨
に
よ
っ
て
も
た
ら

さ
れ
た
大
量
の
水
は
合
流
し
て
広
く
深
く
な
り
、
あ
ふ
れ
出
し
て
低

い
土
地
を
満
た
し
、
そ
の
後
さ
ら
に
ほ
し
い
ま
ま
に
沿
岸
の
さ
ま
ざ

ま
な
も
の
を
呑
み
込
み
つ
つ
広
々
と
東
へ
流
れ
て
い
く
。
な
ぜ
こ
の

水
は
か
く
も
「
浩
然
」（
盛
ん
に
流
れ
て
止
む
こ
と
が
な
い
）
た
り
え
る

の
か
、
と
「
余
」
は
問
い
か
け
、
か
の
水
は
自
ら
意
識
し
て
深
く
な

ろ
う
と
も
進
ん
で
い
こ
う
と
も
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
自
ら
を
忘

れ
、
遭
遇
す
る
も
の
の
あ
り
よ
う
に
従
っ
て
い
る
か
ら
だ
、
と
自
ら

答
え
て
い
る
。

　

次
に
後
半
部
分
で
は
、
こ
の
喩
え
を
踏
ま
え
、
君
子
の
修
養
に
つ

い
て
論
じ
て
い
る
。

古
之
君
子
、
平
居
以
養
其
心
、
足
乎
内
無
待
乎
外
、
其
中
潢
漾
、

與
天
地
相
終
始
。
止
則
物
莫
之
測
、
行
則
物
莫
之
禦
。
富
貴
不

能
淫
、
貧
賤
不
能
憂
、
行
乎
夷
狄
艱
難
而
不
屈
、
臨
乎
死
生
得

失
而
不
懼
、
蓋
亦
未
有
不
浩
然
者
也
。
故
曰
、『
其
爲
氣
也
、

至
大
至
剛
以
直
、
養
而
無
害
、
則
塞
乎
天
地
。』
今
余
將
登
子

之
堂
、
舉
酒
相
屬
、
擊
槁
木
而
歌
、
徜
徉
乎
萬
物
之
外
。
子
信

以
爲
能
浩
然
矣
乎
。」

古
の
君
子
、
平
居
し
て
以
て
其
の
心
を
養
ふ
に
、
内
に
足
り
て

外
に
待
つ
無
く
、
其
の
中　

潢
漾
と
し
て
、
天
地
と
與
に
相
ひ

終
始
す
。
止
れ
ば
則
ち
物　

之
を
測
る
莫
く
、
行
け
ば
則
ち
物　

之
を
禦
ぐ
莫
し
。
富
貴
も
淫ひ

た

る
能
は
ず
、
貧
賤
も
憂
ふ
る
能
は

ず
、
夷
狄
艱
難
に
行
け
ど
も
屈
せ
ず
、
死
生
得
失
に
臨
め
ど
も
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懼
れ
ざ
る
は
、
蓋
し
亦　

未
だ
浩
然
た
ら
ざ
る
者
有
ら
ざ
る
な

り
。
故
に
曰
く
、『
其
の
氣
爲
る
や
、
至
大
至
剛
に
し
て
以
て

直
く
、
養
ひ
て
害
ふ
こ
と
無
け
れ
ば
、
則
ち
天
地
に
塞
が
る
』

と
。
今　

余　

將
に
子
の
堂
に
登
り
、
酒
を
舉
げ
て
相
ひ
屬
し
、

槁
木
を
擊
ち
て
歌
ひ
、
萬
物
の
外
に
徜
徉
せ
ん
と
す
。
子　

信

に
以
て
能
く
浩
然
た
る
と
爲
す
か
」
と
。

　

古
の
君
子
は
、
日
常
生
活
の
中
で
そ
の
心
を
養
い
、
内
面
的
に
充

足
し
、
我
が
身
の
外
に
は
何
に
も
頼
る
こ
と
な
か
っ
た
、
と
「
余
」

は
言
う
。
さ
ら
に
、
君
子
の
身
の
中
は
深
く
ま
た
広
く
、
絶
え
ず
天

地
と
と
も
に
あ
り
、
と
ど
ま
れ
ば
外
物
は
そ
の
人
を
推
し
測
る
こ
と

が
で
き
ず
、
進
み
行
け
ば
外
物
は
そ
の
人
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
な
い
。

富
貴
も
貧
賤
も
そ
の
人
を
動
揺
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
異
民
族
の

中
や
艱
難
の
中
に
行
っ
て
も
屈
す
る
こ
と
な
く
、
生
死
の
際
や
得
失

に
直
面
し
て
も
畏
れ
る
こ
と
が
な
い
、
こ
れ
こ
そ
「
浩
然
之
氣
」
を

涵
養
し
た
者
で
あ
る
と
言
い
、
そ
の
典
拠
で
あ
る
『
孟
子
』
公
孫
丑

篇
上
の
語
句
を
引
用
し
て
自
説
の
裏
付
け
と
し
て
い
る
。

　

こ
こ
で
蘇
轍
が
引
用
し
て
い
る
語
句
は
、『
孟
子
』
公
孫
丑
篇
上

の
次
の
箇
所
で
あ
る
。

（
孟
子
）
曰
、「
我
知
言
。
我
善
養
吾
浩
然
之
氣
。」

（
公
孫
丑
曰
、）「
敢
問
。
何
謂
浩
然
之
氣
。」

（
孟
子
）
曰
、「
難
言
也
。
其
爲
氣
也
、
至
大
至
剛
、
以
直
養

而
無
害
、
則
塞
于
天
地
之
間
。
其
爲
氣
也
、
配
義
與
道
、
無
是

餒
也
。
是
集
義
所
生
者
、
非
義
襲
而
取
之
也
。
行
有
不
慊
於
心
、

則
餒
矣
。

（
孟
子
）
曰
く
「
我　

言
を
知
る
。
我　

善
く
吾
が
浩
然
の
氣

を
養
ふ
」
と
。

（
公
孫
丑
曰
く
、）「
敢
へ
て
問
ふ
。
何
を
か
浩
然
の
氣
と
謂
ふ

か
」
と
。

（
孟
子
）
曰
く
、「
言
ふ
こ
と
難
き
な
り
。
其
の
氣
爲
る
や
、

至
大
に
し
て
至
剛
に
し
て
、
以
て
直
に
養
ひ
て
害
ふ
こ
と
無
け

れ
ば
、
則
ち
天
地
の
間
に
塞
つ
。
其
の
氣
爲
る
や
、
義
と
道
と

に
配
し
、
是　

無
け
れ
ば
餒う

う
る
な
り
。
是　

義
に
集
ひ
て
生

ず
る
所
の
者
に
し
て
、
義　

襲
ひ
て
之
を
取
る
に
非
ざ
る
な
り
。

行
ひ
て
心
に
慊あ

き
た

ら
ざ
る
有
れ
ば
、
則
ち
餒
う
。

　

こ
の
よ
く
知
ら
れ
た
箇
所
で
は
、
自
分
の
「
浩
然
の
氣
」
を
養
う

こ
と
が
で
き
る
と
言
う
孟
子
に
、
公
孫
丑
が
「
浩
然
の
氣
」
と
は
何

⑯
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か
と
問
い
、
そ
れ
に
対
し
て
孟
子
が
、
そ
の
氣
は
、
至
っ
て
大
き
く

至
っ
て
強
剛
で
あ
り
、
ひ
た
す
ら
養
っ
て
損
な
う
こ
と
が
無
け
れ
ば
、

天
地
の
間
に
充
ち
満
ち
る
と
答
え
て
い
る
。
こ
こ
に
言
う
「
浩
然
之

氣
」
は
、
人
の
中
で
養
わ
れ
、
損
な
わ
れ
な
け
れ
ば
天
地
に
充
満
す

る
も
の
で
あ
り
、
前
章
で
見
た
「
内
気
」
と
「
外
気
」
の
区
別
を
用

い
る
な
ら
ば
、「
内
気
」
と
し
て
養
わ
れ
た
も
の
が
人
の
外
に
広
が

っ
て
い
く
の
で
あ
る
か
ら
、「
外
気
」
と
の
違
い
は
な
く
な
る
こ
と

に
な
る
だ
ろ
う
。

　

蘇
轍
に
は
、
別
に
「
孟
子
解
二
十
四
章
」（『
欒
城
後
集
』
巻
六
（
曾

棗
莊
・
馬
德
富
校
點
『
欒
城
集
』
収
））
が
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
「
我
善

養
吾
浩
然
之
氣
。」
並
び
に
こ
の
引
用
部
分
の
「
氣
」
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。

孟
子
曰
、「
我
善
養
吾
浩
然
之
氣
。」「
其
爲
氣
也
、
至
大
至
剛
、

以
直
養
而
無
害
、
則
塞
于
天
地
之
間
。」
是
何
氣
也
。
天
下
之

人
莫
不
有
氣
、
氣
者
心
之
發
而
已
。
行
道
之
人
、
一
朝
之
忿
而

鬭
焉
、
以
忘
其
身
、
是
亦
氣
也
。
方
其
鬭
也
、
不
知
其
身
之
爲

小
也
、
不
知
天
地
之
大
、
禍
福
之
可
畏
也
、
然
而
是
氣
之
不
養

者
也
。
不
養
之
氣
横
行
於
中
、
則
無
所
不
爲
而
不
自
知
。
於
是

有
進
而
爲
勇
、
有
退
而
爲
怯
。
其
進
而
爲
勇
也
、
非
吾
欲
勇
也
、

不
養
之
氣
盛
而
莫
禁
也
。
其
退
而
爲
怯
也
、
非
吾
欲
怯
也
、
不

養
之
氣
衰
而
不
敢
也
。

孟
子
曰
く
、「
我　

善
く
吾
が
浩
然
の
氣
を
養
ふ
」「
其
の
氣
爲

る
や
、
至
大
至
剛
に
し
て
、
以
て
直
に
養
ひ
て
害
無
け
れ
ば
、

則
ち
天
地
の
間
に
塞
ぐ
」
と
。
是　

何
の
氣
な
る
や
。
天
下
の

人　

氣
を
有
た
ざ
る
莫
く
、
氣
は
心
の
發
す
る
の
み
。
行
道
の

人
、
一
朝
の
忿
り
に
よ
り
て
焉
に
鬭
ひ
、
以
て
其
の
身
を
忘
る
、

是
れ
亦
氣
な
り
。
方
に
其
の
鬭
ふ
や
、
其
の
身
の
小
爲
る
を
知

ざ
る
な
り
、
天
地
の
大
に
し
て
禍
福
の
畏
る
べ
き
を
知
ら
ざ
る

な
り
、
然
れ
ど
も
是　

氣
の
養
は
ざ
る
者
な
り
。
養
は
ざ
る
の

氣　

中
に
横
行
す
れ
ば
、
則
ち
所
と
し
て
爲
さ
ざ
る
無
く
而
れ

ど
も
自
ら
知
ら
ず
。
是
に
於
い
て
進
む
有
り
て
勇
爲
り
、
退
く

有
り
て
怯
爲
り
。
其
の
進
み
て
勇
爲
る
や
、
吾
の
勇
た
ら
ん
と

欲
す
る
に
非
ざ
る
な
り
、
養
は
ざ
る
の
氣　

盛
ん
に
し
て
禁
ず

る
莫
き
な
り
。
其
の
退
き
て
怯
爲
る
や
、
吾
の
怯
た
ら
ん
と
欲

す
る
に
非
ざ
る
な
り
、
養
は
ざ
る
の
氣　

衰
へ
て
敢
へ
て
せ
ざ

る
な
り
。
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心
か
ら
発
す
る
「
氣
」
は
、
天
下
の
す
べ
て
の
人
に
存
在
す
る
が
、

そ
の
「
氣
」
は
養
わ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
身
中
に
自
由
に
動
き
回

っ
て
も
自
分
で
は
意
識
す
る
こ
と
が
な
い
。
人
が
前
進
す
る
勇
気
を

持
つ
の
は
、
氣
が
盛
ん
に
な
っ
て
そ
れ
を
止
め
な
い
か
ら
で
あ
り
、

退
い
て
臆
病
に
な
る
の
は
、
氣
が
衰
え
て
前
向
き
に
な
ろ
う
と
し
な

い
か
ら
で
あ
る
、
と
蘇
轍
は
言
う
。
こ
こ
で
は
養
わ
れ
た
「
浩
然
之

氣
」
に
つ
い
て
直
接
説
明
す
る
の
で
は
な
く
、
養
わ
れ
た
も
の
で
は

な
い
「
氣
」
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
の
だ
が
、
そ
こ
か
ら
は
蘇
轍

が
涵
養
さ
れ
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
「
浩
然
之
氣
」
を
単
な
る

「
氣
」
と
は
区
別
さ
れ
る
、
よ
り
優
れ
た
も
の
と
し
て
理
解
し
て
い

る
こ
と
を
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

蘇
轍
が
知
識
人
の
個
人
的
修
養
に
お
い
て
「
氣
」
を
重
視
し
た
こ

と
に
つ
い
て
、
既
に
李
春
青
氏
は
、「
正
是
基
于
這
種
自
然
人
性
的

觀
點
、
蘇
轍
才
格
外
重
視
〝
養
氣
〟
─
人
格
的
自
我
培
養
、
以
爲
通

過
〝
養
氣
〟
既
可
使
自
然
人
性
變
爲
〝
善
〟
的
人
性
。」（
こ
の
よ
う

な
人
の
あ
り
の
ま
ま
の
性
の
觀
點
に
基
づ
き
、
蘇
轍
は
と
り
わ
け
〝
養
氣
〟

─
人
格
を
自
ら
養
う
こ
と
を
重
視
し
、〝
養
氣
〟
を
通
し
て
人
の
あ
り
の
ま

ま
の
性
を
〝
善
〟
な
る
性
に
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
。）
と
指
摘

さ
れ
て
お
り
、
本
稿
の
こ
れ
ま
で
の
検
討
の
結
果
も
、
こ
れ
と
齟
齬

す
る
も
の
で
は
な
い
。
本
稿
で
既
に
挙
げ
た
蘇
軾
の
例
に
も
見
る
こ

と
が
で
き
た
よ
う
に
、
宋
代
の
知
識
人
た
ち
の
「
氣
」
に
対
す
る
理

解
に
は
、
儒
家
的
な
も
の
と
道
家
的
な
も
の
と
が
混
在
す
る
状
況
に

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
蘇
轍
は
こ
の
「
浩
然
之
氣
」
を
、
知
識
人

の
閑
居
に
お
け
る
個
人
的
な
修
養
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
り
得
る
も
の

と
し
て
認
識
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

蘇
門
に
お
け
る
「
浩
然
之
氣
」
へ
の
関
心
に
つ
い
て
さ
ら
に
言
う

な
ら
ば
、
秦
觀
（
一
〇
四
九

－

一
一
〇
〇
）
に
「
浩
氣
傳
」（『
淮
海
集

箋
注
』
巻
二
十
四
）
が
あ
り
、「
浩
然
之
氣
」
に
つ
い
て
注
釈
す
る
も

の
で
あ
る
。
全
体
は
長
篇
の
た
め
、
こ
こ
で
は
「
浩
然
」
と
「
氣
」

に
言
及
す
る
部
分
の
み
を
次
に
示
し
た
い
。

君
子
虚
心
以
養
志
、
弱
志
而
養
氣
。
故
能
外
探
事
物
之
奥
、
内

安
性
命
之
情
、
浩
然
無
際
、
與
道
自
會
。
豈
特
通
體
乎
天
地
、

同
精
於
陰
陽
而
已
哉
。
嗚
呼
、
氣
之
爲
物
、
亦
已
至
矣
。
此
公

孫
丑
所
以
問
之
悉
、
而
孟
子
所
以
告
之
詳
也
。

君
子　

心
を
虚
し
く
し
て
以
て
志
を
養
ひ
、
志
を
弱
く
し
て
氣

を
養
ふ
。
故
に
能
く
外
に
事
物
の
奥
を
探
り
、
内
に
性
命
の
情

⑰

⑱
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蘇
門
の
閑
居
に
お
け
る
氣
（
湯
浅
）

に
安
ん
じ
、
浩
然
と
し
て
際
無
く
、
道
と
自
ら
會
す
。
豈
に
特

に
體
を
天
地
に
通
じ
、
精
を
陰
陽
に
同
じ
く
す
る
の
み
な
ら
ん

や
。
嗚
呼
、
氣
の
物
爲
る
や
、
亦
已
に
至
れ
り
。
此　

公
孫
丑

の
之
を
問
ふ
こ
と
悉つ

く

せ
る
所
以
に
し
て
、
孟
子
の
之
を
告
ぐ
る

こ
と
の
詳
し
き
所
以
な
り
。

　

こ
こ
で
は
、
君
子
は
心
を
空
し
く
し
て
「
志
」
─
「
氣
」
を
養
う

必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
外
に
は
事
物
の
奥
義
を
探
り
、
内
で
は
性

命
の
本
来
の
あ
り
よ
う
に
安
ん
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
浩
然
」
と

し
て
果
て
し
な
く
、
道
と
お
の
ず
か
ら
一
致
す
る
の
だ
と
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
「
浩
然
之
氣
」
と
い
う
語
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
は
い
な
い

が
、
内
容
か
ら
、
先
に
挙
げ
た
『
孟
子
』
公
孫
丑
篇
上
の
箇
所
に
つ

い
て
述
べ
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
蘇
氏
兄
弟
と
蘇
門
の
う
ち
で
、「
浩
然
之
氣
」
に

直
接
言
及
し
て
特
に
強
い
関
心
を
窺
わ
せ
る
の
は
蘇
轍
と
秦
觀
な
の

だ
が
、
彼
ら
に
先
立
つ
世
代
の
中
心
的
人
物
で
あ
り
、
ま
た
師
で
も

あ
る
歐
陽
脩
（
一
〇
〇
七

－

一
〇
七
二
）
が
閑
居
に
寄
せ
た
記
に
も
、

過
渡
期
的
な
表
現
で
は
あ
る
が
「
氣
」
や
「
浩
然
」
に
言
及
す
る
も

の
が
あ
り
、
彼
ら
の
さ
き
が
け
と
見
な
す
こ
と
も
で
き
る
。

　

歐
陽
脩
が
閑
居
に
お
け
る
「
氣
」
に
言
及
す
る
も
の
の
ひ
と
つ
は
、

天
聖
九
年
（
一
〇
三
一
）
に
西
京
留
守
推
官
の
官
舎
庭
園
の
整
備
に

つ
い
て
記
し
た
「
伐
樹
記
」（『
居
士
外
集
』
巻
十
三
）
の
、「
脩
」
が

整
備
し
た
「
署
之
東
園
」
に
つ
い
て
、「
園
之
守
」
が
報
告
す
る
次

の
言
葉
で
あ
る
。

園
有
樗
焉
。
其
根
壯
而
葉
大
。
根
壯
則
梗
地
脈
、
耗
陽
氣
而
新

植
者
不
得
滋
。
葉
大
則
陰
翳
蒙
礙
而
新
植
者
不
得
暢
以
茂
。

園
に
樗
有
り
。
其
の
根
は
壯
ん
に
し
て
葉
は
大
な
り
。
根　

壯

ん
な
れ
ば
則
ち
地
脈
を
梗ふ

さ

ぎ
、
陽
氣
を
耗へ

ら
せ
て
新
た
に
植
う

る
者
は
滋し

げ

る
を
得
ず
。
葉　

大
な
れ
ば
則
ち
陰
翳　

蒙
礙
し
て

新
た
に
植
う
る
者
は
暢
び
て
以
て
茂
る
を
得
ず
。

　

「
園
之
守
」
は
「
脩
」
に
対
し
て
、
園
に
生
え
る
樗
の
根
が
強
壮

で
あ
れ
ば
地
脈
を
詰
ま
ら
せ
陽
の
「
氣
」
を
消
耗
さ
せ
、
ま
た
葉
が

大
き
け
れ
ば
陰
が
蔽
い
妨
げ
る
こ
と
に
な
り
、
い
ず
れ
も
新
し
く
植

え
る
も
の
の
成
長
を
妨
げ
る
と
警
告
し
て
い
る
。
こ
れ
は
庭
園
の
植

栽
の
繁
茂
と
「
氣
」
と
の
関
わ
り
を
言
う
も
の
と
し
て
、
張
耒
「
伐

木
記
」
の
先
駆
け
と
言
う
べ
き
も
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
根
が
張
り
す

ぎ
る
こ
と
に
よ
り
、
地
中
の
陽
の
「
氣
」
を
流
す
地
脈
を
梗
塞
さ
せ

⑲
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て
し
ま
う
こ
と
を
危
ぶ
ん
で
い
る
、
つ
ま
り
外
界
に
存
在
す
る
「
外

気
」
の
な
か
で
の
み
の
問
題
な
の
で
あ
り
、
張
耒
の
「
伐
木
記
」
が
、

植
物
の
度
を
超
し
た
繁
茂
に
よ
り
そ
の
「
氣
」（
外
気
）
が
増
大
し
、

人
の
「
氣
」（
内
氣
）
を
凌
ぐ
状
態
に
な
る
と
い
う
、
両
「
氣
」
の

バ
ラ
ン
ス
を
問
題
視
す
る
の
と
は
視
点
を
異
に
し
て
い
る
。

　

ま
た
も
う
一
つ
の
例
は
、
知
識
人
の
閑
居
で
の
修
養
に
関
わ
っ
て

「
浩
然
」
に
言
及
す
る
も
の
で
あ
る
。
歐
陽
脩
「
游
鯈
亭
記
」（『
居

士
外
集
』
巻
十
三
）
は
、
不
遇
で
あ
っ
た
兄
晦
叔
が
営
ん
だ
さ
さ
や

か
な
庭
園
の
池
と
亭
に
寄
せ
て
、
そ
の
楽
し
み
に
つ
い
て
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

禹
之
所
治
大
水
七
、
岷
山
導
江
、
其
一
也
。
江
出
荊
州
、
合
沅

湘
合
漢
沔
以
輸
之
海
。
其
爲
汪
洋
誕
漫
蛟
龍
水
物
之
所
憑
。
風

濤
晦
冥
之
變
怪
、
壯
哉
。
是
爲
勇
者
之
觀
也
。
吾
兄
晦
叔
爲
人

慷
慨
、
喜
義
勇
而
有
大
志
、
能
讀
前
史
、
識
其
盛
衰
之
迹
、
聽

其
言
、
豁
如
也
。
因
於
位
卑
、
無
所
用
以
老
。
然
其
胸
中
亦
已

壯
矣
。
夫
壯
者
之
樂
、
非
登
崇
髙
之
丘
、
臨
萬
里
之
流
、
不
足

以
爲
適
。
今
吾
兄
家
荊
州
、
臨
大
江
、
捨
汪
洋
誕
漫
壯
哉
勇
者

之
所
觀
、
而
方
䂓
地
爲
池
、
方
不
數
丈
、
治
亭
其
上
、
反
以
爲

樂
。
何
哉
。
蓋
其
擊
壺
而
歌
、
解
衣
而
飲
、
陶
乎
不
以
汪
洋
爲

大
、
不
以
方
丈
爲
局
、
則
其
心
豈
不
浩
然
哉
。
夫
視
富
貴
而
不

動
、
處
卑
困
而
浩
然
其
心
者
、
真
勇
者
也
。
然
則
水
波
之
漣
漪
、

游
魚
之
上
下
、
其
爲
適
也
、
與
夫
莊
周
所
謂
惠
施
游
於
濠
梁
之

樂
、
何
以
異
。
烏
用
蛟
魚
變
恠
之
爲
壯
哉
。
故
名
其
亭
曰
游
鯈

亭
。
景
祐
五
年
四
月
二
日
舟
中
記
。

禹
の
治
む
る
所
の
大
水　

七
あ
り
、
岷
山
導
江
は
、
其
の
一
な

り
。
江
は
荊
州
に
出
で
、
沅
湘
と
合
し
漢
沔
と
合
し
以
て
之
を

海
に
輸
ぶ
。
其
れ
汪
洋
誕
漫
と
し
て
蛟
龍
水
物
の
憑
る
所
爲
り
。

風
濤
晦
冥
の
變
怪
す
る
こ
と
、
壯
ん
な
る
か
な
。
是　

勇
者
の

觀
爲
る
な
り
。
吾
が
兄
晦
叔　

爲
人　

慷
慨
し
て
、
義
勇
を
喜

び
て
大
志
有
り
、
能
く
前
史
を
讀
み
、
其
の
盛
衰
の
迹
を
識
り
、

其
の
言
を
聽
く
に
、
豁
如
た
る
な
り
。
位
の
卑
き
に
因
り
、
用

ひ
ら
る
る
所
無
く
し
て
以
て
老
ゆ
。
然
る
に
其
の
胸
中
は
亦
已

に
壯
ん
な
り
。
夫
れ
壯
ん
な
る
者
の
樂
は
、
崇
髙
の
丘
に
登
る

に
非
ず
、
萬
里
の
流
に
臨
む
も
、
以
て
適
と
爲
す
に
足
ら
ず
。

今　

吾
が
兄　

荊
州
に
家
し
、
大
江
に
臨
み
、
汪
洋
誕
漫
と
し

て
壯
哉
勇
者
の
觀
る
所
な
る
を
捨
て
、
而
し
て
方
に
地
を
䂓
し
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蘇
門
の
閑
居
に
お
け
る
氣
（
湯
浅
）

て
池
を
爲
る
に
、
方
は
丈
を
數
へ
ず
、
亭
を
其
の
上
に
治
め
、

反
り
て
以
て
樂
と
爲
す
。
何
ぞ
や
。
蓋
し
其
の
壺
を
擊
ち
て
歌

ひ
、
衣
を
解
き
て
飲
み
、
陶
乎
と
し
て
汪
洋
を
以
て
大
と
爲
さ

ず
、
方
丈
を
以
て
局
と
爲
さ
ざ
れ
ば
、
則
ち
其
の
心　

豈
に
浩

然
な
ら
ざ
ら
ん
や
。
夫
れ
富
貴
を
視
れ
ど
も
動
ぜ
ず
、
卑
困
に

處
れ
ど
も
其
の
心
を
浩
然
た
ら
し
む
る
者
は
、
真
の
勇
者
な
り
。

然
れ
ば
則
ち
水
波
の
漣
漪
、
游
魚
の
上
下
、
其
の
適
爲
る
や
、

夫
の
莊
周
の
所
謂　

惠
施
の
濠
梁
に
游
ぶ
の
樂
と
、
何
ぞ
以
て

異
ら
ん
や
。
烏
ん
ぞ
蛟
魚
變
恠
の
爲
す
を
用
て
壯
と
せ
ん
や
。

故
に
其
の
亭
に
名
づ
け
て
游
鯈
亭
と
曰
ふ
。
景
祐
五
年
四
月
二

日
舟
中
に
記
す
。

　

こ
こ
で
歐
陽
脩
は
、
兄
晦
叔
が
営
ん
だ
さ
さ
や
か
な
庭
園
の
池
と

亭
の
楽
し
み
を
、
聳
え
る
丘
か
ら
の
眺
望
や
果
て
し
な
く
流
れ
ゆ
く

大
河
広
大
な
景
観
を
楽
し
む
の
と
は
異
な
る
、
浩
然
た
る
心
で
楽
し

む
真
の
勇
者
の
樂
で
あ
る
と
称
賛
し
て
い
る
。
こ
こ
で
の
「
浩
然
」

の
語
は
、
語
の
本
来
の
意
味
で
あ
る
滔
滔
と
流
れ
ゆ
く
大
河
の
イ

メ
ー
ジ
を
重
ね
つ
つ
、『
孟
子
』
公
孫
丑
篇
上
の
「
吾
善
養
吾
浩
然

之
氣
」
を
踏
ま
え
、
兄
が
「
浩
然
」
を
養
っ
た
結
果
、「
真
の
勇

者
」
と
な
る
に
到
っ
た
と
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
こ
で
は
特
に

「
氣
」
に
言
及
す
る
こ
と
な
く
、
閑
居
に
お
け
る
「
適
」
に
言
及
し

て
お
り
、「
氣
」
の
問
題
よ
り
も
む
し
ろ
、「
適
」
を
重
視
す
る
中
唐

期
の
白
居
易
の
閑
適
の
発
想
が
継
承
さ
れ
て
い
る
状
況
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
。
蘇
轍
ら
に
先
立
つ
歐
陽
脩
に
お
い
て
は
、
こ
の

よ
う
に
過
渡
期
的
な
言
及
に
と
ど
ま
り
、
そ
の
後
の
世
代
に
お
い
て
、

閑
居
の
場
で
の
修
養
を
「
氣
」
と
の
関
わ
り
か
ら
説
明
し
よ
う
と
い

う
動
き
が
強
ま
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

お　

わ　

り　

に

　

本
稿
で
検
討
し
て
き
た
「
氣
」
や
「
浩
然
之
氣
」
の
涵
養
を
意
識

し
た
閑
居
の
あ
り
方
は
、
蘇
軾
が
理
想
と
し
て
掲
げ
て
い
た
「
物
」

か
ら
の
超
然
と
は
異
な
っ
た
視
点
か
ら
、
知
識
人
の
閑
居
に
お
け
る

修
養
の
あ
る
べ
き
姿
を
模
索
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。『
老
子
』
を
踏

ま
え
た
蘇
軾
の
「
超
然
」
は
、
あ
え
て
儒
家
的
な
発
想
で
は
な
い
も

の
を
知
識
人
の
閑
居
に
持
ち
込
む
自
由
さ
や
軽
や
か
さ
を
持
つ
も
の

で
あ
っ
た
が
、「
氣
」、
特
に
『
孟
子
』
公
孫
丑
篇
上
を
踏
ま
え
た

「
浩
然
之
氣
」
を
意
識
す
る
閑
居
は
、
語
の
原
義
で
あ
る
滔
滔
と
流
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れ
る
大
河
の
よ
う
な
柔
軟
な
広
や
か
さ
を
も
っ
た
穏
や
か
で
完
成
さ

れ
た
人
格
を
志
向
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
同
時
に
儒
家
的
な
真
面

目
な
修
養
と
し
て
の
色
彩
を
強
く
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
で
に
検
討

し
た
よ
う
に
、
北
宋
中
期
の
文
人
の
閑
居
に
お
け
る
「
衆
樂
」
の
あ

り
か
た
を
め
ぐ
る
思
考
は
、『
孟
子
』
梁
惠
王
篇
を
踏
ま
え
つ
つ
そ

れ
を
さ
ら
に
敷
衍
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
と
も
に
当
時
の

知
識
人
た
ち
に
お
け
る
『
孟
子
』
に
対
す
る
規
範
意
識
の
強
ま
り
を

反
映
す
る
も
の
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

註①　

呉
洪
澤
・
尹
波
主
編
『
宋
人
年
譜
叢
刊
』
第
五
冊
、
四
川
大
學
出
版

社
、
二
〇
〇
三
年

②　

李
逸
安
・
孫
通
海
・
傅
信
點
校
『
張
耒
集
』、
中
國
古
典
文
學
基
本

叢
書
、
中
華
書
局
、
一
九
九
八
年

③　

孔
凡
禮
撰
『
蘇
軾
年
譜
』、（
中
華
書
局
、
一
九
九
八
年
）
に
よ
る
。

④　

曾
棗
莊
・
馬
德
富
校
點
『
欒
城
集
』、
中
國
古
典
文
學
叢
書
、
上
海

古
籍
出
版
社
、
一
九
八
七
年

⑤　

内
閣
文
庫
・
宮
内
廳
書
陵
部
藏
『
東
坡
集
』、
古
典
研
究
會
叢
書　

漢
籍
之
部
、
第
十
六
巻
、
汲
古
書
院
、　

一
九
九
一
年

⑥　

拙
稿
「
蘇
軾
の
吏
隠
─
密
州
知
事
時
代
を
中
心
に
─
」（「
中
国
文
学

報
」
第
四
十
八
冊　

一
九
九
四
年
四
月
）

⑦　

朱
金
城
箋
校
『
白
居
易
集
箋
校
』、
中
國
古
典
文
學
叢
書
、
上
海
古

籍
出
版
社
、
一
九
八
八
年

⑧　
『
柳
宗
元
集
』、
中
國
古
典
文
學
基
本
叢
書
、
中
華
書
局
、
一
九
七
九

年
⑨　

島
田
虔
次
著
『
朱
子
学
と
陽
明
学
』
第
一
章　

新
し
い
哲
学
の
出
発
、

四　

理
の
哲
学
と
気
の
哲
学
、
気
の
哲
学
（
岩
波
新
書
、
一
九
六
七

年
）
六
十
五
頁

⑩　

小
野
沢
精
一
・
福
永
光
司
・
山
井
湧
編
『
気
の
思
想　

中
国
に
お
け

る
自
然
観
と
人
間
観
の
展
開
』
第
三
部
「
理
気
哲
学
に
お
け
る
気
の
概

念
─
北
宋
か
ら
清
代
ま
で
」
総
論
、
一　

宋
学
に
お
け
る
気
（
東
京
大

学
出
版
会
、
一
九
七
八
年
）
三
百
五
十
六
～
三
百
五
十
七
頁

⑪　
『
同
』
第
二
部
「
儒
道
仏
三
教
交
渉
に
お
け
る
気
の
概
念
─
魏
晋
か

ら
五
代
ま
で
」
第
二
章　

隋
唐
・
五
代
の
気
の
概
念
、
第
一
節　

儒
道

仏
三
教
に
お
け
る
気
、
三　

元
気
と
外
気
・
内
気
、
三
百
二
十
五
頁

⑫　

劉
琳
・
李
勇
先
・
王
蓉
貴
校
點
『
黄
庭
堅
全
集
』、
四
川
大
學
出
版

社
、
二
〇
〇
一
年
。
所
収
『
宋
黄
文
節
公
全
集
』

⑬　

孔
凡
禮
點
校
『
蘇
軾
文
集
』、
中
国
古
典
文
學
基
本
叢
書
、
中
華
書

局
、
一
九
八
六
年

⑭　

拙
稿
「
黄
庭
堅
の
文
に
記
さ
れ
た
閑
居
に
つ
い
て
」（
三
重
大
学
人

文
学
部
文
化
学
科
研
究
紀
要
「
人
文
論
叢
」
第
三
十
四
号　

二
〇
一
七

年
三
月
）

⑮　

拙
稿
「『
衆
樂
』
と
そ
の
変
奏
─
北
宋
中
期
に
お
け
る
地
方
官
の
遊

楽
を
め
ぐ
っ
て
─
」（
三
重
大
学
人
文
学
部
文
化
学
科
研
究
紀
要
「
人
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蘇
門
の
閑
居
に
お
け
る
氣
（
湯
浅
）

文
論
叢
」
第
三
十
一
号　

二
〇
一
四
年
三
月
）

⑯　
〔
清
〕
阮
元　

校
刻
『
十
三
經
注
疏
』（
清
嘉
慶
刊
本
）、
中
華
書
局
、

二
〇
〇
九
年

⑰　

李
春
青
『
宋
學
與
宋
代
文
學
觀
念
』
下
篇
、
分
論
、
第
六
章　

蜀
學

與
詩
學
、
二　

從
人
學
價
値
到
詩
學
價
値
─
論
蘇
轍
〝
養
氣
説
〟
的
深

層
含
蘊
、（
二
）
蘇
轍
的
學
術
探
索
（
北
京
師
範
大
學
出
版
社
、
二
〇

〇
一
年
、
百
七
十
五
頁
）

⑱　

徐
培
均
箋
注
『
淮
海
集
箋
注
』、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
四
年

⑲　
『
歐
陽
文
忠
公
全
集
』
四
部
叢
刊
本　

所
収
本




